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新年のごあいさつ／一年を振り返る
12月議会市政報告
第56回南国市美術展覧会
学校通信
カメラリポート
知って得する国民年金
みんなの広場
お知らせ
環境課からのお知らせ
新しい農業委員と農地利用最適化委員が
決まりました
健康文化都市・南国

長岡東部保育園園児の太鼓演奏

　



新 春 あ い さ つ新 春 あ い さ つ

　

　　

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
確
定
値
が
昨
年
十
月
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
人
口
は
大
正
九
年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て

減
少
と
な
り
、
日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
と
人
口
減
少
と

い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
南
国
市
で
は
一
昨
年
、
「
南
国
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
将
来
に
向
け
て
活
力
あ
る
南
国
市
を
築
く
こ
と
を
目
標
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
は
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

「
第
三
次
総
合
計
画
」
の
計
画
期
間
満
了
に
伴
い
、
本
市
を
取
り
巻
く
時

代
の
潮
流
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
今
後
十
年
間
の
指
針
と
な
る
「
第
四
次
総
合

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、
南
国
市
の
将
来
像
を
「
緑
と
ま
ち
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　

南
国
市
」
と
し
、
五
つ
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
」
、

「
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
」
、
「
産
業
・
交
流
の
ま
ち
」
、
「
教
育
・
文
化

の
ま
ち
」
、
「
協
働
・
連
携
の
ま
ち
」
の
達
成
を
目
指
し
て
、
様
々
な
施

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
南
国
市
が
、
夢

の
持
て
る
特
色
あ
る
「
ま
ち
」
と
し
て
一
層
の
発
展
を
続
け
る
よ
う
、
若

い
世
代
の
方
々
に
「
住
ん
で
み
た
い
」
、
「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
施
策
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
政
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

年
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 

長
市
国
南

　

詰
橋

　

人
壽

 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
地
方
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
す
べ
て
の
人

が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
南
国
市
で
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
や
「
第
四
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、

雇
用
の
創
出
や
子
育
て
支
援
、
防
災
対
策
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
の
イ
ギ
リ
ス
Ｅ
Ｕ
離
脱
宣
言
や
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙

な
ど
に
よ
り
、
国
際
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
環
太
平
洋
連
携

協
定
の
発
効
に
向
け
た
動
き
も
あ
り
、
国
内
農
業
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
南
国
市
に
お
い
て
は
、
現
在
、
農
業
基
盤
整
備
を
図
る
た

め
の
ほ
場
整
備
事
業
・
国
営
緊
急
農
地
再
編
事
業
や
、
工
業
団
地
造
成
に

よ
る
企
業
誘
致
な
ど
産
業
振
興
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
本
市
の
発
展
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
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市
発
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2016

３
日 

成
人
式

４
日 

体
育
始
め

10
日 

消
防
出
初
め
式

23
日 

ご
め
ん
シ
ャ
モ
研
究
会

 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
受
賞

11７
日 

南
国
市
駅
伝
競
走
大
会

７
日 

国
分
川
の
シ
バ
焼
き

９
日 

十
市
小
学
校
１
０
０
％
地
元
産
給
食

 

農
政
局
長
賞
受
賞

11
日 

南
国
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

14
日 

高
知
龍
馬
マ
ラ
ソ
ン

22６
日 
舟
入
川・
藻
川
一
斉
清
掃

15
日 

健
康
づ
く
り
講
演
会

20
日 

南
国
市
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

「
関
喜
扇
」開
催

33３
日 

瓶
岩
体
育
館
・
公
民
館
建
築

 

20
周
年
記
念
式
典

６・７
日
　
国
分
川
ふ
れ
あ
い
七
夕
祭
り

11
日 

海
洋
堂
協
定
締
結
式
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日
〜
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日
　
人
権
パ
ネ
ル
展
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真
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丸
ト
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ク
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ョ
ー
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ボ
ッ
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選
手
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７
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土
佐
の
ま
ほ
ろ
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祭
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９
日 

道
の
駅
南
国
風
良
里

 

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

13
日 

岡
豊
山
の
夏
祭
り

29
日 

ミ
ニ
消
防
車
寄
贈
式

88１
日 

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

９
日 

中
学
生
英
語
弁
論
大
会
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日 

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
株
式
会
社
と
の

 

防
災
協
定

99
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香
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畜
産
フ
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南
国
市
い
の
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樹
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ン
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図
書
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つ
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授
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Ｄ
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技
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表
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式
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南
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市
震
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交
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メ
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セ
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式
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日 
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木
谷
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京
た
け
の
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祭
り
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日 

高
知
東
部
自
動
車
道
な
ん
こ
く
南
IC

 

〜
高
知
龍
馬
空
港
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間
開
通

4414
日 

長
宗
我
部
フ
ェ
ス

22
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南
国
市
消
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団

 

学
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サ
ポ
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タ
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結
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式
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な
せ
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ご
め
ん
駅
前
公
園
開
園

４・５
日
　
エ
ン
コ
ウ
祭

５
日 

市
内
一
斉
清
掃

12
日 

稲
生
び
わ・も
も
祭
り
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ソ
ン

22６
日 

舟
入
川・
藻
川
一
斉
清
掃

15
日 

健
康
づ
く
り
講
演
会

20
日 

南
国
市
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

「
関
喜
扇
」開
催

33３
日 

瓶
岩
体
育
館
・
公
民
館
建
築

 

20
周
年
記
念
式
典

６・７
日
　
国
分
川
ふ
れ
あ
い
七
夕
祭
り

11
日 

海
洋
堂
協
定
締
結
式

11
日
〜
20
日
　
人
権
パ
ネ
ル
展

30
日 

真
田
丸
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

77５
日 

か
ら
く
り
半
蔵
垣
内

 

ロ
ボ
ッ
ト
選
手
権

７
日 

土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
祭
り

９
日 

道
の
駅
南
国
風
良
里

 

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

13
日 

岡
豊
山
の
夏
祭
り

29
日 

ミ
ニ
消
防
車
寄
贈
式

88１
日 
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

９
日 

中
学
生
英
語
弁
論
大
会

17
日 

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
株
式
会
社
と
の

 

防
災
協
定

99

22
日 

南
国
・
香
美
・
香
南

 

畜
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

22
日 

南
国
市
い
の
ち
を
守
る
植
樹
祭

23
日 

空
の
日
イ
ベ
ン
ト

29
日 

図
書
館
ま
つ
り

1010３
日 

市
民
賞
授
与
式

13
日 

『
歩
き
・み・ふ
れ
る
歴
史
の
道
』

 

参
勤
交
代
北
山
道
大
会

20
日 

な
ん
こ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｙ

22
日 

技
能
功
労
者
表
彰
式

27
日 

南
国
市
震
災
訓
練

1111４
日 

前
浜
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

落
成
式

11
〜
18
日
　
美
術
展
覧
会

1212 ２・３
日
　
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り

　
　
　
　 

土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ

５
日 

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

10
日 

白
木
谷
・八
京
た
け
の
こ
祭
り

23
日 

高
知
東
部
自
動
車
道
な
ん
こ
く
南
IC

 

〜
高
知
龍
馬
空
港
IC
間
開
通

4414
日 

長
宗
我
部
フ
ェ
ス

22
日 

南
国
市
消
防
団

 

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
結
成
式

55１
日 

や
な
せ
た
か
し・

 

ご
め
ん
駅
前
公
園
開
園

４・５
日
　
エ
ン
コ
ウ
祭

５
日 

市
内
一
斉
清
掃

12
日 

稲
生
び
わ・も
も
祭
り

66

１
年
を

　振
り
返
る
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12月２日第393回　市議会定例会

市  政  報  告市  政  報  告議 会12 月

　橋詰壽人市長は、12月2日開会の第３９３回市議会
定例会で各議案の提案説明に先立ち、「米大統領選
挙では、共和党候補のドナルド・トランプ氏が勝利し、来
年１月20日に第45代大統領に就任することが決定しま
した。環太平洋連携協定（ＴＰＰ）については、承認案と
関連法案が衆議院本会議で可決され、参議院へと送ら
れました。米大統領選挙で、ＴＰＰからの脱退を主張する
トランプ氏の勝利により、発効が困難視されていますが、
政府はあくまで発効を目指す構えです。今後の政府の対
応に注目していきたいと考えています。
　平成27年国勢調査の確定結果が発表されました。
本市の人口は47,982人、世帯数は19,481世帯で、前
回と比べると、人口では1,490人の減少、世帯数は104
世帯の増加となっています。この人口減少や高齢化等
への対策として、地方自治体は地方版総合戦略を策定
し、各施策を実行しています。本市も、総合戦略に掲げま

した各施策の着実な実施に努めます。
　中学校給食センターについては、10月21日に起工式
を行い、来年６月末が竣工予定です。供用開始は、各中
学校の試行操業等を経て、来年秋となる見込みです。
運営については、昨年『南国市学校給食センター整備
事業運営委員会』を設置し検討を行いました。運営委員
会からは『運営方式に関する報告書』が教育委員会に
提出され、長期にわたる人件費等のコスト面などから、
『民間委託の方向での選択が望ましい。』との答申があ
りました。これを受けて、『安全安心』、『災害時への対応』、
『食育や地産地消の推進』等の確保に努めながら、『調
理と配送』部門について民間に委託する方式を取り入
れることを決定しました。」と述べた後、主要な課題につ
いて報告しました。
（内容はあらましです）

大
湊
保
育
所
・
大
湊
小
学
校

で
防
災
林
を
植
樹

い
の
ち
を
守
る
植
樹
祭

　
10
月
22
日
、大
湊
小
学
校
及
び

大
湊
保
育
所
で
、公
益
財
団
法
人

鎮
守
の
森
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
共
催

し
、「
南
国
市
い
の
ち
を
守
る
植
樹

祭
」を
実
施
し
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
の
命
を
守
る
防
災
林
を
つ
く
る

た
め
に
、子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
って

木
を
植
え
る
こ
と
は
、防
災
の
芽
を

自
分
の
心
の
中
に
も
植
え
る
こ
と
に

な
る
、と
植
樹
指
導
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。小
学
生
58
名
、園
児
19
名

と
保
護
者
、大
湊
地
区
防
災
連
合

会
や
地
域
の
方
々
が
、校
庭
、園
庭

に
タ
ブ
ノ
キ
、ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、ト
ベ
ラ
等

高
木
層
か
ら
低
木
層
28
種
類
、320

本
の
常
緑
広
葉
樹
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

電
子
母
子
手
帳
を
開
始

母
子
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス

　
妊
娠
期
か
ら
未
就
学
児
を
持
つ

保
護
者
を
対
象
に
、無
料
で
利
用
で

き
る
母
子
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス（
電

子
母
子
手
帳
）を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、保
護
者
が
子
ど
も
の
健
診

の
情
報
や
予
防
接
種
の
記
録
を
パソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で
き
、

子
ど
も
の
成
長
記
録
を
文
章
や
お

気
に
入
り
の
写
真
で
日
記
の
よ
う
に

残
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま

た
、市
か
ら
の
情
報
を
受
信
す
る
こ

と
も
可
能
で
、子
育
て
や
子
ど
も
の

健
康
管
理
の一
助
と
な
る
よ
う
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

事
業
者
と
協
定
締
結

災
害
廃
棄
物
処
理

　
10
月
５
日
、市
内
の一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
事
業
者
と「
災
害
時
に

お
け
る
災
害
廃
棄
物
処
理
等
の
協

力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
り
発

生
す
る
災
害
廃
棄
物
の
量
は
、本

市
の
家
庭
ご
み
の
60
年
分
に
相
当

す
る
と
予
想
さ
れ
、市
単
独
で
の
処

理
は
困
難
で
す
。協
定
は
、廃
棄
物

処
理
事
業
者
と
連
携
し
て
、災
害

廃
棄
物
の
撤
去
、処
分
、避
難
所
で

発
生
し
た
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
等

に
つい
て
定
め
て
い
ま
す
。

３
市
連
携
で「
物
部
川
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催

観
光
イ
ベ
ン
ト

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、本
市
、香

美
市
、香
南
市
及
び
３
市
の
商
工
会
、

観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
、物
部

川
流
域
の
観
光
資
源
と
そ
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、９
月
25
日
に
香

南
市
天
然
色
劇
場
に
お
い
て「
物
部

川
フ
ェス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。物

部
川
流
域
の「
食
」や
体
験
メ
ニュ
ー

を
実
施
し
、約
４
千
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
つ
い
て

検
討
を
実
施

立
地
適
正
化
計
画

　
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、10
月
14
日
に
第
２
回
目
の
南

国
市
都
市
再
生
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、将
来
都
市
像
の
検
討
及
び
都

市
機
能
誘
導
区
域
に
係
る
検
討
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、11
月
30
日
に

第
３
回
目
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
係
る
立
地

適
正
化
計
画
素
案
を
協
議
の
う
え

確
認
し
、来
年
１
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
及
び
住
民
説
明
会
の
実
施

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

計
画
素
案
を
作
成
中

第
二
次
地
域
福
祉
計
画

　
平
成
29
年
度
か
ら
５
か
年
の
計

画
期
間
で
あ
る「
第
二
次
南
国
市

地
域
福
祉
計
画
」に
つい
て
は
、11
月

に
骨
子
を
ま
と
め
、現
在
素
案
を

作
成
し
て
い
ま
す
。来
年
１
月
に
、

こ
の
素
案
を
公
表
し
、意
見
募
集
を

す
る
予
定
で
す
。

香
長
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

全
国
大
会
出
場
へ

中
学
生
ク
ラ
ブ
活
動

　
第
67
回
高
新
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
で
は
、女
子
は
、香
長
中
学
校

が
大
会
新
記
録
で
４
年
連
続
11
度

目
の
優
勝
を
、男
子
は
、香
長
中
学

校
が
準
優
勝
と
、男
女
と
も
す
ば

ら
し
い
成
績
を
納
め
ま
し
た
。全
国

大
会
に
出
場
す
る
香
長
中
学
校
女

子
チ
ー
ム
の
健
闘
を
、大
い
に
期
待

し
ま
す
。

10
月
11
日
か
ら
営
業
開
始

上
下
水
道
局
新
庁
舎

　
上
下
水
道
局
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

10
月
９
日
に
落
成
式
を
行
い
、10
月

11
日
か
ら
新
庁
舎
に
お
い
て
営
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
４
月
以
降
も
支
給

臨
時
福
祉
給
付
金

　
国
の
第
二
次
補
正
予
算
で
、平
成

29
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
９
月
ま

で
の
経
済
対
策
と
し
て
臨
時
福
祉

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。今
後
、円
滑
な
支
給
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

建
築
士
に
よ
る
戸
別
訪
問
を
開
始

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
に
つ
い

て
は
、11
月
１
日
現
在
、耐
震
診
断

の
申
込
件
数
は
146
棟
、そ
の
内
、耐

震
診
断
を
実
施
し
た
住
宅
が
81
棟
、

耐
震
工
事
に
至
っ
た
住
宅
は
48
棟
で

す
。ま
た
、９
月
か
ら
、市
街
化
区

域
の
北
部
区
域
及
び
篠
原
地
区
に

お
い
て
、建
築
士
に
よ
る
戸
別
訪
問

を
開
始
し
、住
宅
耐
震
改
修
の
必

要
性
や
支
援
制
度
等
を
説
明
し
、

さ
ら
な
る
耐
震
改
修
の
実
施
率
の

増
加
を
図
って
い
ま
す
。

６
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン・ま
ほ
ろ
ば
畑
は
、

10
月
11
日
に
６
周
年
イ
ベン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。６
年
目
か
ら
は
３
グ

ル
ー
プ
で
の
運
営
と
な
り
ま
し
た
が
、

変
わ
ら
ぬ
好
評
を
い
た
だ
き
高
い
集

客
数
を
維
持
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、

引
き
続
き
、ま
ほ
ろ
ば
畑
の
活
動
の

充
実
に
向
け
、支
援
し
て
い
き
ま
す
。

た
ち
ば
な
幼
稚
園
で
座
談
会

保
幼
小
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
保
幼
小
連
携
に
つ
い
て
は
、南
国

市
保
幼
小
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、保
育
所・幼
稚
園
と
小
学
校
の

円
滑
な
接
続
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。10
月
20
日
、県
の
事
業
で
あ
る

「
対
話
と
実
行
座
談
会
」が
、た
ち

ば
な
幼
稚
園
で
開
催
さ
れ
、５
歳
児

保
育
の
参
観
、グ
ル
ー
プ
討
議
の
後
、

尾
﨑
知
事
と
北
陵
中
ブ
ロッ
ク
の
保

育
所・幼
稚
園・小
学
校・中
学
校
の

職
員
が
、本
市
の
保
幼
小
連
携
の
取

組
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

集
落
支
援
員
を
２
地
区
に
配
置

地
域
づ
く
り
事
業

　
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
構
築
に

取
り
組
む
た
め
、モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、７
月
か
ら
長
岡
西
部
地
区
、11

月
か
ら
国
府
地
区
の
２
地
区
に
集

落
支
援
員
を
配
置
し
ま
し
た
。地

区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、地
域

活
動
団
体
へ
の
活
動
状
況
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
や
、住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
結

果
を
地
域
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る

こ
と
に
よ
り
、今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、

地
域
の
方
々
と
と
も
に
検
討
を
進

め
ま
す
。

10
月
か
ら
Ｂ
型
肺
炎

ワ
ク
チ
ン
開
始

予
防
接
種

　
10
月
１
日
か
ら
予
防
接
種
法
に

基
づ
く
定
期
接
種
と
し
て
Ｂ
型
肝

炎
ワ
ク
チ
ン
が
開
始
と
な
り
、対
象

者
の
保
護
者
に
対
し
、個
別
に
接
種

勧
奨
の
文
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
、年
度
途
中
か
ら
の

開
始
と
な
る
た
め
、法
定
期
間
内
に

接
種
が
完
了
す
る
よ
う
周
知
に
努

め
ま
す
。

自
己
負
担
額
の
引
き
上
げ

　
高
齢
者
へ
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、昨
年

度
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
価
格
が
500
円
以

上
上
昇
し
た
た
め
、本
年
度
か
ら
従

来
の
自
己
負
担
額
を
100
円
引
き
上

げ
、接
種
時
に
千
100
円
を
負
担
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
を
57
名
に
発
行

健
康
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催

　
健
康
への
意
識
づ
く
り
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て「
健
康
な
ん
こ

く・き
ら
り
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」を
10

月
15
日
に
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、本
年
度
は
よ
り
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
南
国
設
立

５
周
年
感
謝
祭
」及
び「
さ
わ
や
か

久
礼
田・
日
章
・
十
市
の

３
地
区
で
作
成

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
避
難
所
に
お
い
て
、安
全
で
、衛

生
的
に
共
同
生
活
を
送
る
た
め
に
、

現
在
、久
礼
田
地
区
、日
章
地
区
、

十
市
地
区
に
お
い
て
、公
民
館
や
小

中
学
校
の
避
難
所
運
営
マ
ニュ
ア
ル

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。マ
ニ

ュア
ル
づ
く
り
を
と
お
し
て
、地
域
の

結
び
つ
き
が
よ
り
一
体
と
な
り
、地

域
の
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」の
両
イ
ベ
ン
ト

と
同
時
開
催
し
、600
名
を
超
え
る

方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。今
回

は
、開
始
し
た
ば
か
り
の
健
康
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
の
受
付
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
、そ
の
場
で
57
名
の
方
に
健
康
パ

ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
ま
し
た
。
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12月２日第393回　市議会定例会

市  政  報  告市  政  報  告議 会12 月

　橋詰壽人市長は、12月2日開会の第３９３回市議会
定例会で各議案の提案説明に先立ち、「米大統領選
挙では、共和党候補のドナルド・トランプ氏が勝利し、来
年１月20日に第45代大統領に就任することが決定しま
した。環太平洋連携協定（ＴＰＰ）については、承認案と
関連法案が衆議院本会議で可決され、参議院へと送ら
れました。米大統領選挙で、ＴＰＰからの脱退を主張する
トランプ氏の勝利により、発効が困難視されていますが、
政府はあくまで発効を目指す構えです。今後の政府の対
応に注目していきたいと考えています。
　平成27年国勢調査の確定結果が発表されました。
本市の人口は47,982人、世帯数は19,481世帯で、前
回と比べると、人口では1,490人の減少、世帯数は104
世帯の増加となっています。この人口減少や高齢化等
への対策として、地方自治体は地方版総合戦略を策定
し、各施策を実行しています。本市も、総合戦略に掲げま

した各施策の着実な実施に努めます。
　中学校給食センターについては、10月21日に起工式
を行い、来年６月末が竣工予定です。供用開始は、各中
学校の試行操業等を経て、来年秋となる見込みです。
運営については、昨年『南国市学校給食センター整備
事業運営委員会』を設置し検討を行いました。運営委員
会からは『運営方式に関する報告書』が教育委員会に
提出され、長期にわたる人件費等のコスト面などから、
『民間委託の方向での選択が望ましい。』との答申があ
りました。これを受けて、『安全安心』、『災害時への対応』、
『食育や地産地消の推進』等の確保に努めながら、『調
理と配送』部門について民間に委託する方式を取り入
れることを決定しました。」と述べた後、主要な課題につ
いて報告しました。
（内容はあらましです）

大
湊
保
育
所
・
大
湊
小
学
校

で
防
災
林
を
植
樹

い
の
ち
を
守
る
植
樹
祭

　
10
月
22
日
、大
湊
小
学
校
及
び

大
湊
保
育
所
で
、公
益
財
団
法
人

鎮
守
の
森
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
共
催

し
、「
南
国
市
い
の
ち
を
守
る
植
樹

祭
」を
実
施
し
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
の
命
を
守
る
防
災
林
を
つ
く
る

た
め
に
、子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
って

木
を
植
え
る
こ
と
は
、防
災
の
芽
を

自
分
の
心
の
中
に
も
植
え
る
こ
と
に

な
る
、と
植
樹
指
導
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。小
学
生
58
名
、園
児
19
名

と
保
護
者
、大
湊
地
区
防
災
連
合

会
や
地
域
の
方
々
が
、校
庭
、園
庭

に
タ
ブ
ノ
キ
、ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、ト
ベ
ラ
等

高
木
層
か
ら
低
木
層
28
種
類
、320

本
の
常
緑
広
葉
樹
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

電
子
母
子
手
帳
を
開
始

母
子
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス

　
妊
娠
期
か
ら
未
就
学
児
を
持
つ

保
護
者
を
対
象
に
、無
料
で
利
用
で

き
る
母
子
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス（
電

子
母
子
手
帳
）を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、保
護
者
が
子
ど
も
の
健
診

の
情
報
や
予
防
接
種
の
記
録
を
パソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で
き
、

子
ど
も
の
成
長
記
録
を
文
章
や
お

気
に
入
り
の
写
真
で
日
記
の
よ
う
に

残
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま

た
、市
か
ら
の
情
報
を
受
信
す
る
こ

と
も
可
能
で
、子
育
て
や
子
ど
も
の

健
康
管
理
の一
助
と
な
る
よ
う
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

事
業
者
と
協
定
締
結

災
害
廃
棄
物
処
理

　
10
月
５
日
、市
内
の一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
事
業
者
と「
災
害
時
に

お
け
る
災
害
廃
棄
物
処
理
等
の
協

力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
り
発

生
す
る
災
害
廃
棄
物
の
量
は
、本

市
の
家
庭
ご
み
の
60
年
分
に
相
当

す
る
と
予
想
さ
れ
、市
単
独
で
の
処

理
は
困
難
で
す
。協
定
は
、廃
棄
物

処
理
事
業
者
と
連
携
し
て
、災
害

廃
棄
物
の
撤
去
、処
分
、避
難
所
で

発
生
し
た
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
等

に
つい
て
定
め
て
い
ま
す
。

３
市
連
携
で「
物
部
川
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催

観
光
イ
ベ
ン
ト

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、本
市
、香

美
市
、香
南
市
及
び
３
市
の
商
工
会
、

観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
、物
部

川
流
域
の
観
光
資
源
と
そ
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、９
月
25
日
に
香

南
市
天
然
色
劇
場
に
お
い
て「
物
部

川
フ
ェス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。物

部
川
流
域
の「
食
」や
体
験
メ
ニュ
ー

を
実
施
し
、約
４
千
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
つ
い
て

検
討
を
実
施

立
地
適
正
化
計
画

　
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、10
月
14
日
に
第
２
回
目
の
南

国
市
都
市
再
生
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、将
来
都
市
像
の
検
討
及
び
都

市
機
能
誘
導
区
域
に
係
る
検
討
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、11
月
30
日
に

第
３
回
目
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
係
る
立
地

適
正
化
計
画
素
案
を
協
議
の
う
え

確
認
し
、来
年
１
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
及
び
住
民
説
明
会
の
実
施

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

計
画
素
案
を
作
成
中

第
二
次
地
域
福
祉
計
画

　
平
成
29
年
度
か
ら
５
か
年
の
計

画
期
間
で
あ
る「
第
二
次
南
国
市

地
域
福
祉
計
画
」に
つい
て
は
、11
月

に
骨
子
を
ま
と
め
、現
在
素
案
を

作
成
し
て
い
ま
す
。来
年
１
月
に
、

こ
の
素
案
を
公
表
し
、意
見
募
集
を

す
る
予
定
で
す
。

香
長
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

全
国
大
会
出
場
へ

中
学
生
ク
ラ
ブ
活
動

　
第
67
回
高
新
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
で
は
、女
子
は
、香
長
中
学
校

が
大
会
新
記
録
で
４
年
連
続
11
度

目
の
優
勝
を
、男
子
は
、香
長
中
学

校
が
準
優
勝
と
、男
女
と
も
す
ば

ら
し
い
成
績
を
納
め
ま
し
た
。全
国

大
会
に
出
場
す
る
香
長
中
学
校
女

子
チ
ー
ム
の
健
闘
を
、大
い
に
期
待

し
ま
す
。

10
月
11
日
か
ら
営
業
開
始

上
下
水
道
局
新
庁
舎

　
上
下
水
道
局
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

10
月
９
日
に
落
成
式
を
行
い
、10
月

11
日
か
ら
新
庁
舎
に
お
い
て
営
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
４
月
以
降
も
支
給

臨
時
福
祉
給
付
金

　
国
の
第
二
次
補
正
予
算
で
、平
成

29
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
９
月
ま

で
の
経
済
対
策
と
し
て
臨
時
福
祉

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。今
後
、円
滑
な
支
給
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

建
築
士
に
よ
る
戸
別
訪
問
を
開
始

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
に
つ
い

て
は
、11
月
１
日
現
在
、耐
震
診
断

の
申
込
件
数
は
146
棟
、そ
の
内
、耐

震
診
断
を
実
施
し
た
住
宅
が
81
棟
、

耐
震
工
事
に
至
っ
た
住
宅
は
48
棟
で

す
。ま
た
、９
月
か
ら
、市
街
化
区

域
の
北
部
区
域
及
び
篠
原
地
区
に

お
い
て
、建
築
士
に
よ
る
戸
別
訪
問

を
開
始
し
、住
宅
耐
震
改
修
の
必

要
性
や
支
援
制
度
等
を
説
明
し
、

さ
ら
な
る
耐
震
改
修
の
実
施
率
の

増
加
を
図
って
い
ま
す
。

６
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン・ま
ほ
ろ
ば
畑
は
、

10
月
11
日
に
６
周
年
イ
ベン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。６
年
目
か
ら
は
３
グ

ル
ー
プ
で
の
運
営
と
な
り
ま
し
た
が
、

変
わ
ら
ぬ
好
評
を
い
た
だ
き
高
い
集

客
数
を
維
持
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、

引
き
続
き
、ま
ほ
ろ
ば
畑
の
活
動
の

充
実
に
向
け
、支
援
し
て
い
き
ま
す
。

た
ち
ば
な
幼
稚
園
で
座
談
会

保
幼
小
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
保
幼
小
連
携
に
つ
い
て
は
、南
国

市
保
幼
小
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、保
育
所・幼
稚
園
と
小
学
校
の

円
滑
な
接
続
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。10
月
20
日
、県
の
事
業
で
あ
る

「
対
話
と
実
行
座
談
会
」が
、た
ち

ば
な
幼
稚
園
で
開
催
さ
れ
、５
歳
児

保
育
の
参
観
、グ
ル
ー
プ
討
議
の
後
、

尾
﨑
知
事
と
北
陵
中
ブ
ロッ
ク
の
保

育
所・幼
稚
園・小
学
校・中
学
校
の

職
員
が
、本
市
の
保
幼
小
連
携
の
取

組
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

集
落
支
援
員
を
２
地
区
に
配
置

地
域
づ
く
り
事
業

　
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
構
築
に

取
り
組
む
た
め
、モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、７
月
か
ら
長
岡
西
部
地
区
、11

月
か
ら
国
府
地
区
の
２
地
区
に
集

落
支
援
員
を
配
置
し
ま
し
た
。地

区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、地
域

活
動
団
体
へ
の
活
動
状
況
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
や
、住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
結

果
を
地
域
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る

こ
と
に
よ
り
、今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、

地
域
の
方
々
と
と
も
に
検
討
を
進

め
ま
す
。

10
月
か
ら
Ｂ
型
肺
炎

ワ
ク
チ
ン
開
始

予
防
接
種

　
10
月
１
日
か
ら
予
防
接
種
法
に

基
づ
く
定
期
接
種
と
し
て
Ｂ
型
肝

炎
ワ
ク
チ
ン
が
開
始
と
な
り
、対
象

者
の
保
護
者
に
対
し
、個
別
に
接
種

勧
奨
の
文
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
、年
度
途
中
か
ら
の

開
始
と
な
る
た
め
、法
定
期
間
内
に

接
種
が
完
了
す
る
よ
う
周
知
に
努

め
ま
す
。

自
己
負
担
額
の
引
き
上
げ

　
高
齢
者
へ
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、昨
年

度
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
価
格
が
500
円
以

上
上
昇
し
た
た
め
、本
年
度
か
ら
従

来
の
自
己
負
担
額
を
100
円
引
き
上

げ
、接
種
時
に
千
100
円
を
負
担
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
を
57
名
に
発
行

健
康
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催

　
健
康
への
意
識
づ
く
り
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て「
健
康
な
ん
こ

く・き
ら
り
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」を
10

月
15
日
に
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、本
年
度
は
よ
り
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
南
国
設
立

５
周
年
感
謝
祭
」及
び「
さ
わ
や
か

久
礼
田・
日
章
・
十
市
の

３
地
区
で
作
成

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
避
難
所
に
お
い
て
、安
全
で
、衛

生
的
に
共
同
生
活
を
送
る
た
め
に
、

現
在
、久
礼
田
地
区
、日
章
地
区
、

十
市
地
区
に
お
い
て
、公
民
館
や
小

中
学
校
の
避
難
所
運
営
マ
ニュ
ア
ル

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。マ
ニ

ュア
ル
づ
く
り
を
と
お
し
て
、地
域
の

結
び
つ
き
が
よ
り
一
体
と
な
り
、地

域
の
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」の
両
イ
ベ
ン
ト

と
同
時
開
催
し
、600
名
を
超
え
る

方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。今
回

は
、開
始
し
た
ば
か
り
の
健
康
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
の
受
付
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
、そ
の
場
で
57
名
の
方
に
健
康
パ

ス
ポ
ー
ト
を
発
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南 国 市 第 56 回 美 術 展 覧 会
　12月 11 日から 18 日までの８日間、第 56回南国市美術展覧会がスポーツ
センターで開催されました。
　厳正な審査の結果、一般の部では、７部門 209 点の作品の中から、特選７点、
褒状 14点、奨励賞 21点、入選 164 点が選ばれました。
　また、幼児・児童・生徒の部では、８部門 11,721 点の作品の中から、特選
367 点、入選 3,658 点が選ばれました。
※紹介は一般の部。各部門、特選作品の写真を掲載しています。（敬称略）
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※紹介は一般の部。各部門、特選作品の写真を掲載しています。（敬称略）
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奈路小学校奈路小学校奈路小学校
全力　協同　自立　自主

学校通信

　児童数は26名、3・4年生と5・6年生はそれぞれ1つの教
室で学習する複式学級となっています。
　平成12年度からは、豊かな自然環境や地域文化を教育
に活かし、市内全域から入学児童を受け入れる「小規模特
認校制度」を県内で初めて導入しました。
　また、平成19年度からは、「地域あっての学校、学校あっ
ての地域」の教育風土を活かし、四国初の「コミュニティ・ス
クール」の指定を受けています。

【学校教育目標】
　何事にも一生懸命に取り組み、皆と力を合わせ、自分の力をたよりに進んで
　行動できる児童を育成する。
【めざす児童像】
　・共に学び合う子ども　　・豊かな心を持つ子ども　　・元気でたくましい子ども
【研究主題】
　つながり合い、学び合う授業をめざして

ちいきにまなぶ　ちいきの学校

みんななかよし　小さな学校

せかいにひとつ　楽しい学校

「地域との交流があり楽しく仲が深まり合う奈路小学校」
６年生児童が作ったキャッチフレーズ 田植え よもぎだんごづくり つがにとり

アメゴ釣り大会 川遊び いもほり地域の方に教わる三世代交流 一緒に楽しむどろんこ運動会 挨拶で仲が深まる徒歩通学

白木谷小との合同授業 北海道支笏湖小との交流（支笏湖にて） 北海道支笏湖小との交流（奈路にて）

防災マップづくり クラブ活動茶道 タブレットを使った学習

プール開き 自然体験学校 秋季大運動会

1年生を迎える集会 春の遠足（のいち動物公園） 複式授業（5・6年）

地域の方が
先生です。

地域に飛び出せ！
地域から飛び出せ！

上級生を見習う下級生。
下級生を助ける上級生。

学校通信
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学校通信学校通信

リケジョ☆ひろば
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学校通信学校通信
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　　　　　　四国銀行、商工会と
の協定調印式 （市役所）

　　　　 　平成28年度南国市震災
訓練 （後免野田小学校）

　　　　　　長宗我部地検帳in国府
歴史ウォーク （国府）

　　　　　　自衛隊協力会委嘱式
 （市役所）

　　　　　　『歩き・み・ふれる歴史の道』 
参勤交代北山道大会 （権若峠）

　　　　　　高知大学教養講座「炭を焼こう
～炭焼き体験」（高知大学物部キャンパス）

　　　　　　平成28年度南国市戦
没者追悼式（アンジェブラン）

　　　　　　七五三祭り（新宮神社）　　　　　　　税の標語入選作品
　　表彰式 （上下水道局）

　　　　　「人権の花」運動
　　贈呈式 （稲生小学校）

　　　　　　歴史学講座フィールド
ワーク （大津天竺城跡）

　　　　　　ＪＡ十市避難所協定
調印式 （市役所）

　　　　　高知大学教養講座「ニホンウナギはどん
な生活をしているのか」（高知大学物部キャンパス）

　　　　　　青少年健全育成
　　パレード （市内巡回）

　　　　　　「人権の花」運動
　贈呈式 （後免野田小学校）

▲ 11／15▲ 11／13

▲ 11／30▲ 11／27

▲ 11／11▲ 11／11▲ 11／10

▲ 11／12

▲ 11／9▲ 11／8

▲ 11／5▲ 11／4▲ 11／2

▲ 11／8

▲ 11／20

　国民年金は、老後やいざというときの生活を、
現役世代みんなで支えようという考えで作られた
仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険
料を納め続けることで、老後や、あるいは病気や
ケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くな
ったときに、年金を受け取ることができる制度で
す。

　国民年金・厚生年金保険の「老齢年金」など、
老齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税法
上「雑所得」として所得税の課税対象となります。
　日本年金機構は、受給者の方へその年一年間の
年金の支払総額などが記載された「公的年金等の
源泉徴収票」を作成し、翌年１月中に送付してい
ます。
　公的年金のみの所得で源泉徴収される方は、原
則として所得税の確定申告をする必要はないこと
となっていますが、他に収入（給与や年金）があ
る場合や、源泉徴収税額の還付を受ける場合には
確定申告を行ってください。確定申告の詳細につ
いては、お近くの税務署やその他の税務相談窓口
にお尋ねください。「源泉徴収票」は確定申告の
添付書類の一つとして必要になります。
　なお、「障害年金」や「遺族年金」については
非課税ですので、「源泉徴収票」は送付されません。

国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。
忘れず納めましょう。

■問い合わせ／南国年金事務所　☎８６４－１１１１

20歳になったら国民年金
～新成人の皆さんへ～ 平成28年分公的年金などの

源泉徴収票を送付

国民年金のポイント

◎将来の大きな支えになります。

◎老後のためだけのものではありません。

※20歳になる前に、日本年金機構より申請書
類などの郵便物が届きます。

南国市立地適正化計画（素案）の説明会と意見募集を実施します
 今後ますます人口減少・少子高齢化が進展することが見込まれる中、将来にわたって持続可能な都市を
実現するために、市では都市機能の集約や集住によるコンパクトで効率的なまちづくりを目指す「南国
市立地適正化計画」の作成に取り組んでいます。このたび、医療・商業・文化施設等の各種都市機能の
誘導に係る立地適正化計画（素案）をとりまとめましたので、下記のとおり説明会及び意見募集を行い
ます。（居住誘導に係る計画は平成２９年度に検討する予定です。）
○説明会
■日時／１月１９日（木）１８時３０分～２０時
■場所／市役所４階大会議室
○意見募集（パブリックコメント）
■募集期間／１月１日（日）～１月３１日（火）
■公表資料／南国市立地適正化計画（素案）
■閲覧場所
　・南国市ホームページ（http://www.city.nankoku.lg.jp/）
　・南国市役所都市整備課
　・南国市役所支所（領石・岡豊・十市）
※都市整備課および支所については、開庁時間のみ閲覧で

きます。
■提出方法
　所定の記入用紙に意見を記入し、持参または郵送・ＦＡＸ

するか、市ホームページのアンケートフォームへ入力して
ください。

※氏名・住所・電話番号は必ず記載してください。

■提出用紙
　提出は所定の記入用紙に限ります。記入用紙は閲覧場所に

備え付けてあります。また、市のホームページからもダウン
ロードができます。

■意見の取り扱い
＊住所・氏名の記入がない意見、電話・口頭での意見は受け付

けできません。また、意見への直接回答は行いません。
＊提出された意見については、市の考え方を付して内容を公

表します。その際、意見の内容以外の情報（住所・氏名など）
は公表しません。

※提出先・お問い合わせは
　都市整備課都市計画係
　〒783-8501 南国市大埇甲２３０１
　☎８８０－６５５８　FAX８６３－１１６７

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）親
子
ク
イ
ズ
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
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　　　　　　四国銀行、商工会と
の協定調印式 （市役所）

　　　　 　平成28年度南国市震災
訓練 （後免野田小学校）

　　　　　　長宗我部地検帳in国府
歴史ウォーク （国府）

　　　　　　自衛隊協力会委嘱式
 （市役所）

　　　　　　『歩き・み・ふれる歴史の道』 
参勤交代北山道大会 （権若峠）

　　　　　　高知大学教養講座「炭を焼こう
～炭焼き体験」（高知大学物部キャンパス）

　　　　　　平成28年度南国市戦
没者追悼式（アンジェブラン）

　　　　　　七五三祭り（新宮神社）　　　　　　　税の標語入選作品
　　表彰式 （上下水道局）

　　　　　「人権の花」運動
　　贈呈式 （稲生小学校）

　　　　　　歴史学講座フィールド
ワーク （大津天竺城跡）

　　　　　　ＪＡ十市避難所協定
調印式 （市役所）

　　　　　高知大学教養講座「ニホンウナギはどん
な生活をしているのか」（高知大学物部キャンパス）

　　　　　　青少年健全育成
　　パレード （市内巡回）

　　　　　　「人権の花」運動
　贈呈式 （後免野田小学校）

▲ 11／15▲ 11／13

▲ 11／30▲ 11／27

▲ 11／11▲ 11／11▲ 11／10

▲ 11／12

▲ 11／9▲ 11／8

▲ 11／5▲ 11／4▲ 11／2

▲ 11／8

▲ 11／20

　国民年金は、老後やいざというときの生活を、
現役世代みんなで支えようという考えで作られた
仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険
料を納め続けることで、老後や、あるいは病気や
ケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くな
ったときに、年金を受け取ることができる制度で
す。

　国民年金・厚生年金保険の「老齢年金」など、
老齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税法
上「雑所得」として所得税の課税対象となります。
　日本年金機構は、受給者の方へその年一年間の
年金の支払総額などが記載された「公的年金等の
源泉徴収票」を作成し、翌年１月中に送付してい
ます。
　公的年金のみの所得で源泉徴収される方は、原
則として所得税の確定申告をする必要はないこと
となっていますが、他に収入（給与や年金）があ
る場合や、源泉徴収税額の還付を受ける場合には
確定申告を行ってください。確定申告の詳細につ
いては、お近くの税務署やその他の税務相談窓口
にお尋ねください。「源泉徴収票」は確定申告の
添付書類の一つとして必要になります。
　なお、「障害年金」や「遺族年金」については
非課税ですので、「源泉徴収票」は送付されません。

国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。

忘れず納めましょう。

■問い合わせ／南国年金事務所　☎８６４－１１１１

20歳になったら国民年金
～新成人の皆さんへ～ 平成28年分公的年金などの

源泉徴収票を送付

国民年金のポイント

◎将来の大きな支えになります。

◎老後のためだけのものではありません。

※20歳になる前に、日本年金機構より申請書
類などの郵便物が届きます。

南国市立地適正化計画（素案）の説明会と意見募集を実施します
 今後ますます人口減少・少子高齢化が進展することが見込まれる中、将来にわたって持続可能な都市を
実現するために、市では都市機能の集約や集住によるコンパクトで効率的なまちづくりを目指す「南国
市立地適正化計画」の作成に取り組んでいます。このたび、医療・商業・文化施設等の各種都市機能の
誘導に係る立地適正化計画（素案）をとりまとめましたので、下記のとおり説明会及び意見募集を行い
ます。（居住誘導に係る計画は平成２９年度に検討する予定です。）
○説明会
■日時／１月１９日（木）１８時３０分～２０時
■場所／市役所４階大会議室
○意見募集（パブリックコメント）
■募集期間／１月１日（日）～１月３１日（火）
■公表資料／南国市立地適正化計画（素案）
■閲覧場所
　・南国市ホームページ（http://www.city.nankoku.lg.jp/）
　・南国市役所都市整備課
　・南国市役所支所（領石・岡豊・十市）
※都市整備課および支所については、開庁時間のみ閲覧で

きます。
■提出方法
　所定の記入用紙に意見を記入し、持参または郵送・ＦＡＸ

するか、市ホームページのアンケートフォームへ入力して
ください。

※氏名・住所・電話番号は必ず記載してください。

■提出用紙
　提出は所定の記入用紙に限ります。記入用紙は閲覧場所に

備え付けてあります。また、市のホームページからもダウン
ロードができます。

■意見の取り扱い
＊住所・氏名の記入がない意見、電話・口頭での意見は受け付

けできません。また、意見への直接回答は行いません。
＊提出された意見については、市の考え方を付して内容を公

表します。その際、意見の内容以外の情報（住所・氏名など）
は公表しません。

※提出先・お問い合わせは
　都市整備課都市計画係
　〒783-8501 南国市大埇甲２３０１
　☎８８０－６５５８　FAX８６３－１１６７

市
民
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ら
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便
り
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子
ク
イ
ズ
）久
し
ぶ
り
の
難
問
で
解
く
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。自
信
は
半
々
？
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536

■応募締切／１月12日㈭必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ係」
　　　　　＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／27通　　★正 解 率／70％

【第535回当選者】
山﨑　友和　（大埇甲）
片山　玲奈　（大埇乙）
高島　光生　（田　村）
入交　哲子　（田　村）
北村　秀子　（小　籠）

【第535回解答】

のいち動物公園で動かないので人気のあるこの鳥の名は？

①ウ　
②イ　
③右翼 緑色、左翼 赤色　
④ダイヤモンドダスト

　

歩
散
史
歴
く
こ
ん
な

歩
散
史
歴
く
こ
ん
な

回
48
第

　

　
今
年
は
酉
年
で
す
。
南
国
市
で
は
市

の
鳥
で
も
あ
り
、
様
々
な
モ
チ
ー
フ
に

用
い
ら
れ
て
い
る
オ
ナ
ガ
ド
リ
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
土
佐
の
オ
ナ
ガ

ド
リ
」
は
南
国
市
篠
原
が
原
産
で
、
世

界
で
も
類
を
見
な
い
尾
の
長
さ
と
姿
の

美
し
さ
で
有
名
な
ニ
ワ
ト
リ
で
す
。
大

正
12
年
に
は
国
の
天
然
記
念
物
、
昭
和

27
年
に
は
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
の
中
で
特
別

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は

「
土
佐
の
オ
ナ
ガ
ド
リ
」
だ
け
で
す
。

皇
室
や
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
タ
ー
元
大
統

領
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
各
国
大

使
も
観
覧
に
訪
れ
た
り
、
物
産
展
へ
の

展
示
の
依
頼
を
受
け
る
な
ど
多
方
面
か

ら
脚
光
を
浴
び
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
49
年
に
は
、
窪
田
正
氏

の
報
告
し
た
10
ｍ
60 

cm
の
最
長
尾
の
記

録
が
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
篠
原
に
あ
る
長
尾
鶏
セ
ン
タ
ー
で

は
、
オ
ナ
ガ
ド
リ
と
ふ
れ
あ
い
、
記
念

撮
影
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
オ
ナ
ガ
ド
リ
は
、
褐
色
種
、
白
藤
種
、

白
色
種
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
寿
命

は
お
よ
そ
８
〜
10
年
で
、
雄
の
尾
羽
が

換
羽
期
に
な
っ
て
も
生
え
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
改
良
さ
れ
た
こ
と
で
、
年
と
共

に
長
い
尾
と
な
り
ま
す
。
尾
の
伸
び
具

合
は
管
理
や
飼
育
状
況
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
が
、
１
年
に
長
さ
70 
cm
位
伸
び

ま
す
。

　
オ
ナ
ガ
ド
リ
の
起
源
は
、
江
戸
時
代

に
篠
原
村
の
武
市
利
右
衛
門
が
苦
心
の

末
、
在
来
種
の
東
天
紅
を
元
に
山
鶏
や

雉
を
交
配
さ
せ
て
誕
生
し
た
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
オ
ナ
ガ
ド

リ
の
生
み
の
親
、
武
市
利
右
衛
門
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

土佐のオナガドリ ― その１―
■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

お
な
が
　
ど
り

り
　
え
　
も
　
ん

褐色種 白藤種 白色種

緊急地震速報を見聞きした際の対応行動④緊急地震速報を見聞きした際の対応行動④
- 安きに居て危うきを思う -
やす あり あや おも居安思危

こ あん し き

居安思危
こ あん し き

４．寝室で寝ていた時

緊急地震速報を入手する手段 強い揺れから身を守るための事前の備え

※FMラジオ放送の緊急地震速報報知音を感知して、緊急地震速報の拡声放送を行う機器。通常はスタンバイ状態（消音）で待機し、
　緊急地震速報が放送された場合のみ拡声放送を行う。

・アパートのロフトや二段ベッドにいて『安全な場所』へ退避できない場合は、布団にくるまって頭や身体を守る。

■問い合わせ　危機管理課  ☎８８０-６５７５

家族に大きな声で知らせる。ドアを開けて逃げ道を作り、ベッドの下にもぐ
るか、布団にくるまって頭や身体を守る。

携帯電話、スマートフォン、※FM ラジオ放送
連動型緊急地震速報器、など。

基 本的行動

・寝室には背が高く重い家具を置かない。
・枕元に必ず携帯電話、スマートフォンを置いておく。
・スリッパを置いておく。
・懐中電灯を常備しておく。
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※今月のにこにこライフは休載させていただきます

　
先
日
、
幼
い
子
ど
も
が
「
パ
パ
と
マ

マ
が
つ
か
ま
え
ゆ
う
〜
」
と
笑
顔
で
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
な
に
を
つ

か
ま
え
ゆ
う
？
」
と
問
い
返
し
て
み
ま

し
た
。「
ぴ
か
ち
ゅ
う
」
と
の
答
え
を

聞
い
て
苦
笑
い
の
自
分
。
い
つ
か
ら
か

家
庭
に
も
入
り
込
ん
で
き
た
ス
マ
ホ
の

ゲ
ー
ム
。
子
ど
も
達
の
遊
び
の
か
た
ち

は
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
豊
か
な
変
化
の
陰
に
、
昔
か
ら

変
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
る
問
題
が
、
子

ど
も
の
貧
困
で
す
。
そ
の
現
状
を
少
し

で
も
打
開
し
よ
う
と
、
人
権
教
育
学
習

会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
勉
強
を
続
け
る
人
が
い

ま
す
。「
ど
う
し
て
学
び
続
け
る
の
で

す
か
？
」
の
問
い
か
け
に
、
彼
は
中
学

時
代
を
振
り
返
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
仲
良
し
だ
っ
た
彼
の
同

級
生
は
、
見
た
目
に
は
彼
と
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
高
校
へ
進
学

す
る
同
級
生
が「
自
分
と
は
別
の
人
間
」

に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
一
方
、
彼
は
集
団
就
職
で
都
会
へ
出

ま
し
た
。「
自
分
も
で
き
る
こ
と
な
ら

同
級
生
と
共
に
も
う
少
し
勉
強
を
し
た

い
」「
部
活
動
に
打
ち
込
ん
で
充
実
し

た
高
校
生
活
と
い
う
も
の
を
経
験
し
て

み
た
か
っ
た
」
そ
う
思
っ
た
時
、
そ
れ

は
貧
困
格
差
に
気
づ
い
た
瞬
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。
故
郷
を
離
れ
る
時
、
彼
は

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ

の
や
る
せ
な
い
感
情
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
昼
間

は
働
き
、
夜
は
学
校
に
通
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
勉
学
す
る
こ
と
は
楽
し
く
、

知
識
の
広
が
り
は
、
自
分
を
も
っ
と
豊

か
に
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
そ

う
で
す
。
故
郷
に
戻
っ
た
彼
は
学
ぶ
意

欲
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
学
ぶ
価
値
を
伝
え
た
い
。
そ
し
て

差
別
を
無
く
す
た
め
の
活
動
が
し
た
い

と
い
う
思
い
が
、
現
在
も
勉
強
会
へ
の

参
加
に
繋
が
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
あ
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
は
、
子
ど
も

の
学
費
や
生
活
費
を
め
ぐ
る
多
様
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
格
差
社
会

と
呼
ば
れ
て
久
し
い
日
本
に
お
い
て
子

ど
も
の
貧
困
は
深
刻
で
あ
り
、
放
置
で

き
な
い
問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
彼
の
よ
う
に
、
貧
困
と
呼
ば
れ
る
状

況
に
身
を
置
く
子
ど
も
達
に
代
わ
っ
て

格
差
社
会
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
学
び

の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
が
、
教
育
の
質

を
深
め
る
こ
と
へ
と
繋
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
広
報
委
員
会

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

70

豊かさの陰に♥　♥　♥　♥ ♥　♥　♥　♥

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）夜
間
飛
行
中
の
飛
行
機
の
両
翼
の
点
滅
し
て
い
る
光
の
色
が
わ
か
ら
ず
、現
地
へ
行
っ
て
確
認
し
ま
し
た
。
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■応募締切／１月12日㈭必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ係」
　　　　　＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／27通　　★正 解 率／70％

【第535回当選者】
山﨑　友和　（大埇甲）
片山　玲奈　（大埇乙）
高島　光生　（田　村）
入交　哲子　（田　村）
北村　秀子　（小　籠）

【第535回解答】

のいち動物公園で動かないので人気のあるこの鳥の名は？

①ウ　
②イ　
③右翼 緑色、左翼 赤色　
④ダイヤモンドダスト

　

歩
散
史
歴
く
こ
ん
な

歩
散
史
歴
く
こ
ん
な

回
48
第

　

　
今
年
は
酉
年
で
す
。
南
国
市
で
は
市

の
鳥
で
も
あ
り
、
様
々
な
モ
チ
ー
フ
に

用
い
ら
れ
て
い
る
オ
ナ
ガ
ド
リ
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
土
佐
の
オ
ナ
ガ

ド
リ
」
は
南
国
市
篠
原
が
原
産
で
、
世

界
で
も
類
を
見
な
い
尾
の
長
さ
と
姿
の

美
し
さ
で
有
名
な
ニ
ワ
ト
リ
で
す
。
大

正
12
年
に
は
国
の
天
然
記
念
物
、
昭
和

27
年
に
は
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
の
中
で
特
別

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は

「
土
佐
の
オ
ナ
ガ
ド
リ
」
だ
け
で
す
。

皇
室
や
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
タ
ー
元
大
統

領
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
各
国
大

使
も
観
覧
に
訪
れ
た
り
、
物
産
展
へ
の

展
示
の
依
頼
を
受
け
る
な
ど
多
方
面
か

ら
脚
光
を
浴
び
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
49
年
に
は
、
窪
田
正
氏

の
報
告
し
た
10
ｍ
60 

cm
の
最
長
尾
の
記

録
が
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
篠
原
に
あ
る
長
尾
鶏
セ
ン
タ
ー
で

は
、
オ
ナ
ガ
ド
リ
と
ふ
れ
あ
い
、
記
念

撮
影
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
オ
ナ
ガ
ド
リ
は
、
褐
色
種
、
白
藤
種
、

白
色
種
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
寿
命

は
お
よ
そ
８
〜
10
年
で
、
雄
の
尾
羽
が

換
羽
期
に
な
っ
て
も
生
え
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
改
良
さ
れ
た
こ
と
で
、
年
と
共

に
長
い
尾
と
な
り
ま
す
。
尾
の
伸
び
具

合
は
管
理
や
飼
育
状
況
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
が
、
１
年
に
長
さ
70 

cm
位
伸
び

ま
す
。

　
オ
ナ
ガ
ド
リ
の
起
源
は
、
江
戸
時
代

に
篠
原
村
の
武
市
利
右
衛
門
が
苦
心
の

末
、
在
来
種
の
東
天
紅
を
元
に
山
鶏
や

雉
を
交
配
さ
せ
て
誕
生
し
た
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
オ
ナ
ガ
ド

リ
の
生
み
の
親
、
武
市
利
右
衛
門
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

土佐のオナガドリ ― その１―
■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

お
な
が
　
ど
り

り
　
え
　
も
　
ん

褐色種 白藤種 白色種

緊急地震速報を見聞きした際の対応行動④緊急地震速報を見聞きした際の対応行動④
- 安きに居て危うきを思う -
やす あり あや おも居安思危

こ あん し き

居安思危
こ あん し き

４．寝室で寝ていた時

緊急地震速報を入手する手段 強い揺れから身を守るための事前の備え

※FMラジオ放送の緊急地震速報報知音を感知して、緊急地震速報の拡声放送を行う機器。通常はスタンバイ状態（消音）で待機し、
　緊急地震速報が放送された場合のみ拡声放送を行う。

・アパートのロフトや二段ベッドにいて『安全な場所』へ退避できない場合は、布団にくるまって頭や身体を守る。

■問い合わせ　危機管理課  ☎８８０-６５７５

家族に大きな声で知らせる。ドアを開けて逃げ道を作り、ベッドの下にもぐ
るか、布団にくるまって頭や身体を守る。

携帯電話、スマートフォン、※FM ラジオ放送
連動型緊急地震速報器、など。

基 本的行動

・寝室には背が高く重い家具を置かない。
・枕元に必ず携帯電話、スマートフォンを置いておく。
・スリッパを置いておく。
・懐中電灯を常備しておく。
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※今月のにこにこライフは休載させていただきます

　
先
日
、
幼
い
子
ど
も
が
「
パ
パ
と
マ

マ
が
つ
か
ま
え
ゆ
う
〜
」
と
笑
顔
で
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
な
に
を
つ

か
ま
え
ゆ
う
？
」
と
問
い
返
し
て
み
ま

し
た
。「
ぴ
か
ち
ゅ
う
」
と
の
答
え
を

聞
い
て
苦
笑
い
の
自
分
。
い
つ
か
ら
か

家
庭
に
も
入
り
込
ん
で
き
た
ス
マ
ホ
の

ゲ
ー
ム
。
子
ど
も
達
の
遊
び
の
か
た
ち

は
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
豊
か
な
変
化
の
陰
に
、
昔
か
ら

変
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
る
問
題
が
、
子

ど
も
の
貧
困
で
す
。
そ
の
現
状
を
少
し

で
も
打
開
し
よ
う
と
、
人
権
教
育
学
習

会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
勉
強
を
続
け
る
人
が
い

ま
す
。「
ど
う
し
て
学
び
続
け
る
の
で

す
か
？
」
の
問
い
か
け
に
、
彼
は
中
学

時
代
を
振
り
返
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
仲
良
し
だ
っ
た
彼
の
同

級
生
は
、
見
た
目
に
は
彼
と
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
高
校
へ
進
学

す
る
同
級
生
が「
自
分
と
は
別
の
人
間
」

に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
一
方
、
彼
は
集
団
就
職
で
都
会
へ
出

ま
し
た
。「
自
分
も
で
き
る
こ
と
な
ら

同
級
生
と
共
に
も
う
少
し
勉
強
を
し
た

い
」「
部
活
動
に
打
ち
込
ん
で
充
実
し

た
高
校
生
活
と
い
う
も
の
を
経
験
し
て

み
た
か
っ
た
」
そ
う
思
っ
た
時
、
そ
れ

は
貧
困
格
差
に
気
づ
い
た
瞬
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。
故
郷
を
離
れ
る
時
、
彼
は

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ

の
や
る
せ
な
い
感
情
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
昼
間

は
働
き
、
夜
は
学
校
に
通
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
勉
学
す
る
こ
と
は
楽
し
く
、

知
識
の
広
が
り
は
、
自
分
を
も
っ
と
豊

か
に
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
そ

う
で
す
。
故
郷
に
戻
っ
た
彼
は
学
ぶ
意

欲
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
学
ぶ
価
値
を
伝
え
た
い
。
そ
し
て

差
別
を
無
く
す
た
め
の
活
動
が
し
た
い

と
い
う
思
い
が
、
現
在
も
勉
強
会
へ
の

参
加
に
繋
が
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
あ
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
は
、
子
ど
も

の
学
費
や
生
活
費
を
め
ぐ
る
多
様
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
格
差
社
会

と
呼
ば
れ
て
久
し
い
日
本
に
お
い
て
子

ど
も
の
貧
困
は
深
刻
で
あ
り
、
放
置
で

き
な
い
問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
彼
の
よ
う
に
、
貧
困
と
呼
ば
れ
る
状

況
に
身
を
置
く
子
ど
も
達
に
代
わ
っ
て

格
差
社
会
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
学
び

の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
が
、
教
育
の
質

を
深
め
る
こ
と
へ
と
繋
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
広
報
委
員
会

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

70

豊かさの陰に♥　♥　♥　♥ ♥　♥　♥　♥

市
民
か
ら
の
お
便
り
高
知
も
随
分
寒
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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自
衛
官

■
種
目

①
自
衛
官
候
補
生

②
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

③
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

■
応
募
資
格

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

②
18
歳
以
上
34
歳
未
満

③
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な

ど
（
募
集
要
項
に
記
載
）
を
有

す
る
方

※
年
齢
は
全
て
平
成
29
年
４
月
１

日
時
点

■
試
験
日

①
１
月
22
日
㈰

②
③
４
月
中
旬
予
定

■
受
付
期
間

①
試
験
日
前
日
ま
で
随
時

②
③
１
月
初
旬
～
４
月
上
旬

■
試
験
会
場

①
高
知
駐
屯
地

②
高
知
市
内

③
香
川
県
善
通
寺
市
お
よ
び
兵
庫

県
伊
丹
市

■
受
験
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

　

☎
８
２
３
・
２
０
０
６

　

HP http://w
w

w
.m

od.go.jp/

　
　

 pco/kochi/

　
わ
く
わ
く
し
よ
う
！

　
「
み
ん
な
の
モ
ノ
づ
く
り
展
」

　

海
洋
堂
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
ほ
か
、

地
元
高
校
や
後
免
野
田
小
を
は
じ

め
と
し
た
学
校
・
高
齢
者
・
市
内

製
造
業
者
な
ど
様
々
な
人
が
か
か

わ
っ
て
「
み
ん
な
の
モ
ノ
づ
く
り

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
１
月
14
日
㈯
～
29
日
㈰

　

10
時
～
17
時

■
場
所
／
南
国
市
商
工
会
館
３
階

ホ
ー
ル

■
入
場
料
／
無
料

■
展
示
内
容
／
海
洋
堂
フ
ィ
ギ
ュ

ア
２
千
点
、
後
免
野
田
小
学
校

周
辺
の
ジ
オ
ラ
マ
、
み
ん
な
の

ミ
ニ
ジ
オ
ラ
マ
作
品
ほ
か

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
ゴ
メ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
や
海
洋
堂
宮
脇

社
長
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

南
国
市
商
工
会

　

☎
８
６
４
・
３
０
７
３

　
第
18
回
お
な
が
ど
り
カ
ッ
プ

　
障
害
者
卓
球
大
会

■
日
時
／
１
月
28
日
㈯

　

９
時
30
分
～
15
時

■
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

の
方
（
市
内
・
市
外
問
わ
ず
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
締
切
／
１
月
13
日
㈮

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
６

※
こ
の
事
業
は
高
知
家
健
康
パ
ス

ポ
ー
ト
の
ヘ
ル
シ
ー
シ
ー
ル
の

対
象
事
業
で
す
。

　
高
校
生
に
よ
る

　
「
市
長
へ
の
ま
ち
づ
く
り

　
ア
イ
デ
ア
提
言
」

　

南
国
市
の
未
来
を
担
う
高
校
生

た
ち
が
、
こ
の
ま
ち
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
「
も
っ
と
自
慢
で
き
る

南
国
市
に
す
る
！
」
ア
イ
デ
ア
を

市
長
に
提
案
し
ま
す
。

　

南
国
市
出
身
で
山
田
高
校
在
学

中
の
１
年
生
30
名（
６
チ
ー
ム
）が
、

ご
め
ん
町
商
店
街
を
南
国
市
の
自

慢
に
す
る
た
め
に
ア
イ
デ
ア
プ
ラ

ン
を
発
表
し
ま
す
。

　

会
場
は
一
般
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
１
日
㈬
13
時
～

■
場
所
／
南
国
市
役
所
４
階
大
会

議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
企
画
調
整
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
３

　

第
７
回
南
国
フ
ォ
ト

　
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

　

地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
、

チ
ー
ム
（
２
～
５
人
）
が
自
力
で

移
動
。点
数
が
付
け
ら
れ
た
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
て
撮
影
し
て

回
り
ま
す
。
地
図
は
当
日
配
布
し
、

制
限
時
間
内
に
終
え
て
合
計
点
を

競
い
ま
す
。
参
加
賞
な
ど
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
１
月
22
日
㈰

▼
５
時
間
コ
ー
ス
／
９
時
ス
タ
ー

ト
（
受
付
８
時
～
、
開
会
式
８

時
30
分
）

▼
３
時
間
コ
ー
ス
／
11
時
ス
タ
ー

ト
（
受
付
10
時
～
、
開
会
式
10

時
30
分
）

※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所
／
岡
豊
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

■
参
加
費
／
小
学
生
500
円
、
中
学
・

高
校
生
千
円
、一
般
２
千
円
（
幼

児
無
料
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
持
参
物
／
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ま

た
は
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
、

水
筒
な
ど

※
コ
ン
パ
ス
の
無
料
貸
出
、
芋
煮

の
ふ
る
ま
い
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
内
土
佐
の
ま
ほ
ろ

ば
風
景
街
道
推
進
協
議
会
事
務

局

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
０

※
こ
の
事
業
は
高
知
家
健
康
パ
ス

ポ
ー
ト
の
ヘ
ル
シ
ー
シ
ー
ル
の

対
象
事
業
で
す
。

募
　
集

市
民
か
ら
の
お
便
り
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。皆
様
お
身
体
を
大
切
に
!!

イ
ベ
ン
ト
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第
55
回
南
国
市
駅
伝
競
走
大
会

■
日
時
／
２
月
５
日
㈰

　

受
付
／
８
時
～

　

ス
タ
ー
ト
／
９
時
40
分
～

※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所
／
三
和
ス
ポ
ー
ツ
交

流
セ
ン
タ
ー

■
コ
ー
ス
（
６
区
間
）

　

香
長
中
学
校
～
芦
ヶ
谷
～
十
市

石
土
池
～
浜
改
田
中
村
石
油
前

～
ト
リ
ム
広
場
～
前
浜
公
民
館

南
～
香
長
中
学
校

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙

を
使
用
し
、
１
月
23
日
㈪
17
時

ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
要
項
・
申
込
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://m

ahoroba-
nankoku.com

/

）
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６
５
・
８
０
１
５

　
南
国
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
人
、

日
頃
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
、

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
２
月
11
日
㈯
９
時
～
12
時

　

受
付
／
８
時
30
分
～

■
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
種
目

①
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
物
を
乗
り
越

え
て
タ
イ
ム
を
競
う
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
感
覚
の
ス

ポ
ー
ツ

②
ボ
ッ
チ
ャ
（
室
内
ペ
タ
ン
ク
）

　

目
標
の
ボ
ー
ル
を
置
き
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

か
転
が
し
て
、
ど
れ
だ
け
近
づ

け
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

■
対
象

①
小
学
生
限
定
・
個
人
参
加

②
小
学
生
以
上
・
２
～
３
人
１
組

■
参
加
費
／
無
料

■
表
彰
／
上
位
入
賞
チ
ー
ム
ほ
か

※
賞
品
有
り

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
種
目
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
学
校
名
お
よ
び
学
年(

小

学
生
の
み
）・
性
別
・
電
話
番
号

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
２
種
目
同
時
進
行
の
た
め
、
申

込
み
は
１
種
目
の
み

■
申
込
締
切
／
１
月
26
日
㈭

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　

F
A
X
８
８
０
・
６
２
０
１

　
第
５
回
マ
ザ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
イ
ン
南
国　

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
エ
ス
テ
や
お
い
し

い
食
べ
物
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
、

子
育
て
世
代
の
マ
マ
を
中
心
に
み

ん
な
で
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

　

詳
細
はFacebook

「Karnar

」

に
て
。

■
日
時
／
１
月
21
日
㈯
９
時
～
14
時

※
以
降
２
月
18
日
、
３
月
18
日
と

毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
予
定

■
場
所
／
南
国
市
土
曜
市

■
入
場
料
／
無
料

■
出
店
希
望
・
問
い
合
わ
せ

　

結
城

　

☎
０
９
０
・
５
９
１
５
・
４
４
６
６

　
～
物
部
川
に
感
謝
す
る
日
～

　
み
ん
な
ぁ
で
や
っ
て
み
ん
か
え

　
物
部
川

　

私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
る
物

部
川
に
つ
い
て
、
講
演
や
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
・
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
楽
し

く
環
境
保
全
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

■
日
時
／
２
月
11
日
㈯

　

11
時
～
16
時

■
場
所
／
高
知
工
科
大
学
講
堂

■
内
容

①
午
前
の
部
／
11
時
～

　

活
動
パ
ネ
ル
展
＆
流
域
ク
イ
ズ

②
昼
食
／
11
時
30
分
～

　

シ
カ
カ
レ
ー
・
シ
カ
焼
肉
・
し

ら
す
汁
の
無
料
提
供
、
ほ
か
有

料
出
店

※
環
境
へ
の
配
慮
の
た
め
マ
イ
食

器
（
皿
・
ス
プ
ー
ン
・
コ
ッ
プ

な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
午
後
の
部
／
13
時
～

　

や
っ
ぱ
り
大
好
き
物
部
川
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
・
畠
山
重
篤
さ

ん
講
演
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ク

イ
ズ
正
解
発
表
＆
景
品
抽
選
会

■
問
い
合
わ
せ

　

実
行
委
員
会
代
表

　

☎
０
９
０
・
７
１
４
３
・
８
１
１
２

　

企
画
課
企
画
調
整
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
３

　
第
２
回
三
和
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

■
日
時
／
１
月
28
日
㈯
９
時
～
16
時
、

29
日
㈰
９
時
～
15
時

■
場
所
／
三
和
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

■
内
容

▼
作
品
展
示
／
園
児
・
児
童
・
生
徒

作
品
、一
般（
絵
画
、書
道
ほ
か
）

▼
特
別
展
示
／
絵
金
一
派
の
土
佐

の
芝
居
絵（
片
山
公
民
館
所
蔵
）

▼
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー（
10
時
～
11
時

30
分
、13
時
～
14
時
30
分
）

※
両
日
と
も
先
着

100
名
様
に
お
花
の

苗
を
進
呈
し
ま
す

　
【
１
月
28
日
㈯
の
み
】

▼
開
会
行
事（
９
時
～
９
時
15
分
）

▼
講
演
／
創
る
楽
し
み
を
す
べ
て

の
人
に（
９
時
15
分
～
10
時
）

　

講
師　

株
式
会
社
海
洋
堂
代
表

取
締
役
社
長　

宮
脇
修
一　

氏

▼
三
和
小
ジ
オ
ラ
マ
教
室

　
（
10
時
30
分
～
12
時
）

▼
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー（
10
時
～
14
時
）

　
【
１
月
29
日
㈰
の
み
】

▼
喫
茶
コ
ー
ナ
ー（
10
時
～
14
時
30
分
）

▼
将
棋
コ
ー
ナ
ー（
９
時
～
14
時
30
分
）

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館  

三
和
公
民
館
担
当

　

☎
８
６
４
・
０
６
２
３

　
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
高

知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
平

成
28
年
10
月
16
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
に
よ
り
、
平
成
28
年

10
月
16
日
以
降
分
と
し
て
労
働
者

に
支
払
う
賃
金
は
、
１
時
間

715
円

以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
労
働
局　

賃
金
室

　

☎
８
８
５
・
６
０
２
４

　

高
知
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
８
８
５
・
６
０
３
１

　
公
営
住
宅
入
居
者
新
規
募
集

　
に
つ
い
て

■
募
集
戸
数
／
５
戸
程
度

■
募
集
住
宅
場
所
／
長
岡
地
区（
４

戸
）、前
浜
地
区（
１
戸
）

■
募
集
案
内
配
布
期
間

　

１
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

※
12
時
～
13
時
を
除
く

■
申
込
書
受
付
期
間

　

１
月
18
日
㈬
～
20
日
㈮

※
12
時
～
13
時
を
除
く

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
８

市
民
か
ら
の
お
便
り
寒
く
な
り
ま
し
た
が
、子
供
た
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
の
で
、元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
知
ら
せ
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図書館だより

　　　　　　　　　　　ほか

１日㈰～１月３日㈫
毎週月曜日、31日㈫

１月の休館日

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

１月の納税は
市・県民税（４期分）・国保税（７期分）

人身事故件数 死者 負傷者
2８年11月 16件 ０人 16人

2８年１月～11月 151件 ２人 164人

発生件数
建物
山林
その他

０件
０件
０件
０件

《火災》
火災・救急（11月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

203回
104回
29回
38回
32回

■日時／１月20日㈮110時～15時
■場所／社会福祉センター
■問い合わせ／総務課総務係
　☎８８０－６５５１

■日時／１月19日㈭
　　　　13時30分～15時30分
■場所／中央小動物管理センター
■備考／講習会受講後１年間は、随

時譲渡を受けることができます。
■問い合わせ／県食品衛生課
　☎８２３－９６７３

■日時／毎月第１・３土曜日
　　　   10時～12時
■場所／社会福祉センター
■事前予約／社会福祉協議会
　☎８６３－４４４４

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

たちばな２号
日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

   

  

  

 

 

十市保育園
10：30～10：50

小栗医院前
11：00～11：20

丸十園芸組合前
10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
土佐希望の家

10：00～10：25

長岡東部保育園
10：20～10：40

明見保育所
10：15～10：35

久礼田保育所
10：25～10：45

蒲原県営住宅
10：20～10：40

里保育所
10：20～10：40

吾岡保育園
10：30～10：50

後免野田保育園
10：20～10：40
長岡西部保育所

10：20～10：40
岡豊保育園

11：00～11：30
医学部国際交流会館
16：00～16：20

久礼田小学校
12：50～13：35

植野公民館
14：10～14：30

土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

南海学園
10：55～11：15

岡豊小学校
13：00～13：40

ケアハウスたんぽぽ
14：10～15：00

医学部中島宿舎
15：10～15：30

ひまわり幼稚園
15：35～16：05

寶生寺
11：00～11：20

長岡小学校
13：00～13：40

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

希望が丘分校
16：00～16：30

保健福祉センター
11：00～11：20

稲生小学校
12：50～13：30

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストアー前
14：55～15：15

久礼田西公民館
10：55～11：15

北陵中学校
13：00～13：20

たちばな幼稚園
14：00～14：20

奈路防災広場
14：45～15：05

星神社前
10：40～11：00

香南中学校
12：50～13：10

高知高専宿舎
13：45～14：05

白木谷小学校
15：30～16：00

グループホームワルツ
14：20～14：50

コージー南国
10：55～11：15

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

国府保育所
10：35～10：55

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

大篠小学校B
15：25～16：25

阿戸公民館
10：45～11：05

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

１／５

6

10

11

12

13

17

18

20

24

25

26

木

金

火

水

木

金

火

水

金

火

水

木

慈雨 柚月裕子
夜行 森見登美彦
メビウス１９７４ 堂場瞬一
虹を待つ彼女 逸木裕
恋のゴンドラ 東野圭吾
君はレフティ 額賀澪
脇坂副署長の長い一日
 真保裕一
書楼弔堂 京極夏彦
森の美術館 目代雄一
闇の平蔵 逢坂剛
比ぶ者なき 馳星周
セイレーンの懺悔 中山七里
日本史兄弟対決 後藤寿一

広報なんこく 1月号18

　
確
定
申
告
電
話
相
談

　
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
に
関
す

る
ご
質
問
や
ご
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
！

■
期
間

　

１
月
18
日
㈬
～
３
月
15
日
㈬

※
土
・
日
・
祝
日
は
２
月
19
日
㈰

及
び
２
月
26
日
㈰
の
み

■
受
付
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時

■
備
考
／
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

電
話
い
た
だ
き
、
自
動
音
声
案

内
に
従
い
、『
０
』
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

南
国
税
務
署

　

☎
８
６
３
・
３
２
１
５

　
女
性
の
た
め
の
就
職
応
援

　
セ
ミ
ナ
ー

　

育
児
等
で
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
方

な
ど
を
対
象
に
し
た
就
職
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
初
心

者
も
大
歓
迎
で
す
。

※
無
料
託
児
所
あ
り
。ご
利
用
の
方

は
申
し
込
み
の
際
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
１
月
26
日
㈭

　

13
時
半
～
16
時（
13
時
受
付
）

■
場
所
／
南
国
市
役
所
５
階
委
員

会
室

■
内
容
／
就
職
活
動
の
仕
方
、履
歴

書
の
書
き
方
、上
手
な
面
接
の
受

け
方
な
ど

■
受
講
料
／
無
料

■
定
員
／
12
名
程
度（
申
込
受
付
順
）

■
申
込
締
切
／
１
月
19
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
０

　
南
国
市
精
神
障
害
者

　
家
族
と
当
事
者
の
会

■
日
時
／
平
成
29
年
１
月
18
日
㈬

　

13
時
30
分
～

※
申
込
不
要
、
参
加
自
由
、
会
費

無
料

■
場
所

　

南
国
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
試

食
室

■
人
数
／
20
名

※
今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
内
容
／
避
難
所
体
験
、
未
来
に

つ
い
て
、
自
分
と
は
何
か
、
バ

ス
停
新
設
署
名
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ

　

南
国
市
精
神
障
害
者
家
族
と
当

事
者
の
会　

代
表　

種
田

　

☎
０
９
０
・
８
９
７
９
・
７
８
４
７

　
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

　

高
知
県
宅
建
協
会
で
は
一
般
消

費
者
を
対
象
と
し
て
、
不
動
産
・

住
ま
い
に
関
す
る
問
題
等
に
つ
い

て
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
す
る

「
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
」
を

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
に
当
会
に

て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
火
・
金
曜
日
の
定
期
開

催
の
相
談
と
は
別
に
左
記
の
と
お

り
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

　

13
時
～
16
時

■
場
所
／
南
国
市
商
工
会
館

　
（
南
国
市
大
埇
甲
１
６
２
３
・
５

　

☎
８
６
４
・
３
０
７
３
）

■
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人

　

高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

☎
８
２
３
・
２
０
０
１

　
奈
路
地
区
平
成
25
年
度
一
筆
地
調
査

　
区
域
の
地
籍
図・地
籍
簿
を
法
務
局

　
の
登
記
簿
な
ど
へ
反
映

　

平
成
25
年
度
に
地
籍
調
査
事
業

の
現
地
調
査
（
一
筆
地
調
査
）
を

実
施
し
た
奈
路
地
区
の
一
部
に
つ

い
て
、
法
務
局
に
成
果
が
備
え
付

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
地
登
記
簿
及
び
地
籍
図
は
法
務

局
香
美
支
局
、
筆
界
点
番
号
図
（
座

標
値
）
は
南
国
市
役
所
地
籍
調
査
課

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
土
地
所
有
者
が
現
在

所
持
さ
れ
て
い
る
登
記
権
利
書（
登

記
済
証
）
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
の
ま
ま
で
有
効
で
す
。
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
区
域

・
奈
路
／
ツ
ヅ
ラ
、大
隅
、大
隅
之

上
、蔵
谷
、西
蔵
谷
、水
谷
、黒
屋

敷
、ウ
子
ダ
、上
屋
敷
、奴
田
ノ

本
、上
平
藪
、下
平
藪

■
問
い
合
わ
せ

　

地
籍
調
査
課
地
籍
調
査
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
７
９



INFORMATIONINFORMATION

図書館だより

　　　　　　　　　　　ほか

１日㈰～１月３日㈫
毎週月曜日、31日㈫

１月の休館日

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

１月の納税は
市・県民税（４期分）・国保税（７期分）

人身事故件数 死者 負傷者
2８年11月 16件 ０人 16人

2８年１月～11月 151件 ２人 164人

発生件数
建物
山林
その他

０件
０件
０件
０件

《火災》
火災・救急（11月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

203回
104回
29回
38回
32回

■日時／１月20日㈮110時～15時
■場所／社会福祉センター
■問い合わせ／総務課総務係
　☎８８０－６５５１

■日時／１月19日㈭
　　　　13時30分～15時30分
■場所／中央小動物管理センター
■備考／講習会受講後１年間は、随

時譲渡を受けることができます。
■問い合わせ／県食品衛生課
　☎８２３－９６７３

■日時／毎月第１・３土曜日
　　　   10時～12時
■場所／社会福祉センター
■事前予約／社会福祉協議会
　☎８６３－４４４４

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

たちばな２号
日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

   

  

  

 

 

十市保育園
10：30～10：50

小栗医院前
11：00～11：20

丸十園芸組合前
10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
土佐希望の家

10：00～10：25

長岡東部保育園
10：20～10：40

明見保育所
10：15～10：35

久礼田保育所
10：25～10：45

蒲原県営住宅
10：20～10：40

里保育所
10：20～10：40

吾岡保育園
10：30～10：50

後免野田保育園
10：20～10：40
長岡西部保育所

10：20～10：40
岡豊保育園

11：00～11：30
医学部国際交流会館
16：00～16：20

久礼田小学校
12：50～13：35

植野公民館
14：10～14：30

土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

南海学園
10：55～11：15

岡豊小学校
13：00～13：40

ケアハウスたんぽぽ
14：10～15：00

医学部中島宿舎
15：10～15：30

ひまわり幼稚園
15：35～16：05

寶生寺
11：00～11：20

長岡小学校
13：00～13：40

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

希望が丘分校
16：00～16：30

保健福祉センター
11：00～11：20

稲生小学校
12：50～13：30

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストアー前
14：55～15：15

久礼田西公民館
10：55～11：15

北陵中学校
13：00～13：20

たちばな幼稚園
14：00～14：20

奈路防災広場
14：45～15：05

星神社前
10：40～11：00

香南中学校
12：50～13：10

高知高専宿舎
13：45～14：05

白木谷小学校
15：30～16：00

グループホームワルツ
14：20～14：50

コージー南国
10：55～11：15

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

国府保育所
10：35～10：55

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

大篠小学校B
15：25～16：25

阿戸公民館
10：45～11：05

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

１／５

6

10

11

12

13

17

18

20

24

25

26

木

金

火

水

木

金

火

水

金

火

水

木

慈雨 柚月裕子
夜行 森見登美彦
メビウス１９７４ 堂場瞬一
虹を待つ彼女 逸木裕
恋のゴンドラ 東野圭吾
君はレフティ 額賀澪
脇坂副署長の長い一日
 真保裕一
書楼弔堂 京極夏彦
森の美術館 目代雄一
闇の平蔵 逢坂剛
比ぶ者なき 馳星周
セイレーンの懺悔 中山七里
日本史兄弟対決 後藤寿一
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■
申
請
先
／
南
国
市
福
祉
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ

　

臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
８
８
０
・
６
５
８
０

　
エ
ン
ジ
ョ
イ・イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
！

　
～
と
に
か
く
英
語
を
使
っ
て
み
よ
う
！
～

■
日
時
／
２
月
６
日
～
27
日

　

毎
週
月
曜
日
（
全
４
回
）

　

18
時
45
分
～
20
時
45
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
講
師
／
市
内
小
中
学
校
勤
務
Ａ

Ｌ
Ｔ
２
名
（
各
講
師
２
回
担
当
）

■
対
象
／
18
歳
以
上

■
募
集
人
数
／
15
人

■
受
講
料
／
千
円

■
申
込
締
切
／
１
月
27
日
㈮

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　
Ｎ
Ｉ
Ａ
第
７
回
南
国
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
教
室

■
日
時
／
１
月
22
日
㈰
14
時
～
16
時

■
場
所
／
日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
今
井
一
雅 
高
知
高
専
教
授

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
締
切
／
１
月
20
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｉ
Ａ
南
国
市
国
際
交
流
協
会

　

事
務
局　

塹
江

　

☎
０
９
０
・
１
４
４
０
・
１
４
１
０

　
✉korom

o2006@
yahoo.co.jp

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取

　
期
限
延
長
の
お
知
ら
せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

個
人

番
号
カ
ー
ド
・
顔
写
真
付
き)

を

申
請
し
た
方
の
う
ち
、
受
取
期
限

ま
で
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
て

い
な
い
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
か
ら
、
期
限
を
延
長
し
、
引

続
き
カ
ー
ド
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
が
必
要
な
方
は
、
受
取
方

法
を
事
前
に
ご
確
認
の
上
、
お
受

取
り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
７
４

　
納
付
証
明
書
の
発
行

　

確
定
申
告
な
ど
で
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
証
明
書
が
必
要
な
方

は
、
税
務
課
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

（
発
行
無
料
。
電
話
で
の
郵
送
請
求

も
受
付
け
可
能
）

※
市
役
所
で
申
告
を
さ
れ
る
方
は

南
国
市
へ
の
支
払
分
の
納
付
証

明
書
は
不
要
で
す
。

■
受
付
期
間
／
１
月
16
日
㈪
～

　

１
月
31
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

■
申
請
方
法
／
窓
口
に
来
ら
れ
る
方

の
本
人
確
認
用
書
類
（
運
転
免
許

証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
納
税
義
務
者
の
方
と
窓
口
に

来
ら
れ
る
方
が
別
世
帯
の
場
合
は

委
任
状
も
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
受
付
窓
口

　

税
務
課

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
４

　
く
ら
し
と
い
の
ち
何
で
も
相
談
会

　

ひ
と
り
で
悩
ん
だ
り
、
あ
き
ら

め
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
弁
護

士
や
司
法
書
士
が
あ
な
た
の
悩
み

を
解
決
す
る
た
め
に
協
力
し
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
日
時
／
２
月
２
日
㈭

　

13
時
～
15
時
30
分

■
場
所
／
土
佐
長
岡
郡
教
員
組
合

　
（
後
免
町
商
店
街
中
村
時
計
店
隣
）

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
医
療
生
活
協
同
組
合

　

本
部
事
務
局

　

☎
８
４
３
・
０
０
２
５

　
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金　

　
申
請
受
け
付
け
は
１
月
末
ま
で

　

給
付
金
の
申
請
受
け
付
け
は
１
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と

思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
類
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
平
成
28
年
度
分
の
住

民
税
が
非
課
税
の
方

※
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
税
法
上

の
扶
養
親
族
は
対
象
外

■
支
給
額
／
３
千
円

※
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
の
平
成
28
年
５
月
分
を
受
給

さ
れ
た
方
は
、
年
金
受
給
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
と
し
て
、

別
途
３
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
高
齢
者
向
け
給
付
金

（
３
万
円
）
の
受
給
者
は
３
千
円

の
み
支
給
）

■
申
請
受
付
期
限
／
１
月
31
日
㈫

※
当
日
消
印
有
効

講
　
座
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■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

　

粗
大
ご
み
の
受
入
に
つ
い
て

犬
は
き
ち
ん
と
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
フ
ン
の
放
置
は
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、

ス
コ
ッ
プ
等
を
持
っ
て
出
か
け
、フ
ン
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。フ
ン
は
可

燃
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

リ
ー
ド
を
つ
な
い
で
お
か
な
い
と
、車
に

は
ね
ら
れ
た
り
、人
や
他
の
飼
い
犬
に

噛
み
つ
い
た
り
、思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

○
不
必
要
に
吠
え
続
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、し
っ
か
り
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。散

歩
を
十
分
に
し
て
、遊
び
道
具
を
与
え

た
り
、家
族
の
気
配
が
す
る
と
こ
ろ
を

居
場
所
に
す
る
と
無
駄
吠
え
解
消
に

効
果
的
で
す
。

　
南
国
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

て
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
粗
大
ご
み
の

受
入
を
実
施
し
て
お
り
ま
す（
有
料
）。持

込
む
際
は
、事
前
に
環
境
課
に
電
話
に
て

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
の
ご
み
は
受
け
入
れ
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

（
平
成
27
年
版
）」５
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

※
12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫
ま
で
受

入
は
休
み
で
す
。

国
分
川
の
シ
バ
焼
き

　
今
年
も
春
を
告
げ
る
国
分
川
の
シ
バ
焼

き
と
清
掃
を
行
い
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。作
業
終
了

後
に
は
七
草
が
ゆ
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
５
日
㈰
10
時
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
２
月
12
日
㈰

■
集
合
場
所
／
Ｊ
Ａ
南
国
市
久
礼
田
支

所
東
側
駐
車
場
、国
分
橋
北
、国
分
橋
南
、

岡
豊
橋
南

可燃ごみの収集

収集地区 年　　末 年　　始

月・木
の地区

12月29日㈭
まで

１月５日㈭
から

火・金
の地区

12月30日㈮
まで

１月６日㈮
から

水・土
の地区

12月28日㈬
まで

１月４日㈬
から

ビン・雑ごみ・ペットボトルの収集
収集地区 変更日

十市（県道新春野赤岡線以南）、成合 １月２日㈪➡１月４日㈬
片山、里改田 １月３日㈫➡１月５日㈭

カン・金属類の収集
収集地区 変更内容

第１・第３月曜日の地区 １月２日㈪は収集休み
第１・第３火曜日の地区 １月３日㈫は収集休み

紙類・衣類の収集
収集地区 変更内容

第１・第３月曜日の地区 １月２日㈪は収集休み
第１・第３火曜日の地区 １月３日㈫は収集休み

日 月 火 水 木 金 土
１

（第１・木）
２

（第１・金）
３ 4 5 6 7

（第１・土）

8 9

（第１・月）

10

（第１・火）

11

（第１・水）

12
（第２・木）

13
（第２・金）

14
（第２・土）

15 16

（第２・月）

17

（第２・火）

18

（第２・水）

19
（第３・木）

20
（第３・金）

21
（第３・土）

22 23

（第３・月）

24

（第３・火）

25

（第３・水）

26
（第４・木）（第４・火）（第４・水）

27
（第４・金）

28
（第４・土）

29 30

（第４・月）

31

1

考
参
の
日
曜
○
・
○
第
の
月

INFORMATIONINFORMATION

からのお知らせ環 境 課

ごみ収集は12月31日㈯から新年１月３日㈫まで休みです。

年始のごみ出しについて

新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
ま
す
！
※
農
地
利
用
の
最
適
化
と
は
、担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、新
規
参
入
の
促
進
の
こ
と
で
す
。

（１）農地の貸借・売買の許可、決定等及
び農地転用への意見について審議
します。

（２）農地利用最適化推進指針等を作成
します。

（１）担当地区での農地利用の最適化のため
の実践活動が主体です。

（２）総会等に出席し、農地利用の最適化
推進に関する意見を述べます。

（３）農地利用最適化推進指針の作成に
参画します。

農業委員の主な仕事 農地利用最適化推進委員
の主な仕事

 番号 　氏   名 住　　所

 1 北村　一弘 田村乙

 2 森尾　晴代 十市

 3 池　　正人 前浜

 4 鈴木　郁馬 東崎

 5 髙芝　澄生 久礼田

 6 植野　永子 上末松

 7 西井　一成 大埇甲

 8 平田　修三 奈路

 9 中村　和雅 浜改田

 10 山本　　桂 十市

 11 今井　まち 白木谷

 12 秦泉寺雅一 立田

 13 濵田　好典 岡豊町中島

 14 田岡　　崇 白木谷

 15 武市　憲雄 大埇乙

 番号 担当地区 氏   名

 1 
上倉瓶岩

 西本　良平

 2  岩原　英幸

 3 久礼田 門田　俊一

 4 
岡豊

 山本　章男

 5  筧　　和幸

 6 国府 濱田　章孝

 7  門田　理博

 8 長岡 利岡　邦彦

 9  山本　陽一

 10 後免野田 西岡　祐三

 11 
大篠

 武市　忠雄

 12  島﨑　泰行

 13 岩村 有瀬　達弥

 14 
日章

 山北　泰司

 15  杉本　和繁

 16 前浜 武内　俊暁

 17 
三和

 濵田　　勉

 18  岡田　廣志

 19 稲生 松岡　　清

 20 十市緑ヶ丘 井上　丈夫

■問い合わせ
南国市農業委員会 ☎８８０－６５７３
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■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

　

粗
大
ご
み
の
受
入
に
つ
い
て

犬
は
き
ち
ん
と
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
フ
ン
の
放
置
は
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、

ス
コ
ッ
プ
等
を
持
っ
て
出
か
け
、フ
ン
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。フ
ン
は
可

燃
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

リ
ー
ド
を
つ
な
い
で
お
か
な
い
と
、車
に

は
ね
ら
れ
た
り
、人
や
他
の
飼
い
犬
に

噛
み
つ
い
た
り
、思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

○
不
必
要
に
吠
え
続
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、し
っ
か
り
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。散

歩
を
十
分
に
し
て
、遊
び
道
具
を
与
え

た
り
、家
族
の
気
配
が
す
る
と
こ
ろ
を

居
場
所
に
す
る
と
無
駄
吠
え
解
消
に

効
果
的
で
す
。

　
南
国
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

て
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
粗
大
ご
み
の

受
入
を
実
施
し
て
お
り
ま
す（
有
料
）。持

込
む
際
は
、事
前
に
環
境
課
に
電
話
に
て

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
の
ご
み
は
受
け
入
れ
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

（
平
成
27
年
版
）」５
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

※
12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫
ま
で
受

入
は
休
み
で
す
。

国
分
川
の
シ
バ
焼
き

　
今
年
も
春
を
告
げ
る
国
分
川
の
シ
バ
焼

き
と
清
掃
を
行
い
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。作
業
終
了

後
に
は
七
草
が
ゆ
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
５
日
㈰
10
時
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
２
月
12
日
㈰

■
集
合
場
所
／
Ｊ
Ａ
南
国
市
久
礼
田
支

所
東
側
駐
車
場
、国
分
橋
北
、国
分
橋
南
、

岡
豊
橋
南

可燃ごみの収集

収集地区 年　　末 年　　始

月・木
の地区

12月29日㈭
まで

１月５日㈭
から

火・金
の地区

12月30日㈮
まで

１月６日㈮
から

水・土
の地区

12月28日㈬
まで

１月４日㈬
から

ビン・雑ごみ・ペットボトルの収集
収集地区 変更日

十市（県道新春野赤岡線以南）、成合 １月２日㈪➡１月４日㈬
片山、里改田 １月３日㈫➡１月５日㈭

カン・金属類の収集
収集地区 変更内容

第１・第３月曜日の地区 １月２日㈪は収集休み
第１・第３火曜日の地区 １月３日㈫は収集休み

紙類・衣類の収集
収集地区 変更内容

第１・第３月曜日の地区 １月２日㈪は収集休み
第１・第３火曜日の地区 １月３日㈫は収集休み

日 月 火 水 木 金 土
１

（第１・木）
２

（第１・金）
３ 4 5 6 7

（第１・土）

8 9

（第１・月）

10

（第１・火）

11

（第１・水）

12
（第２・木）

13
（第２・金）

14
（第２・土）

15 16

（第２・月）

17

（第２・火）

18

（第２・水）

19
（第３・木）

20
（第３・金）

21
（第３・土）

22 23

（第３・月）

24

（第３・火）

25

（第３・水）

26
（第４・木）（第４・火）（第４・水）

27
（第４・金）

28
（第４・土）

29 30

（第４・月）

31

1

考
参
の
日
曜
○
・
○
第
の
月

INFORMATIONINFORMATION

からのお知らせ環 境 課

ごみ収集は12月31日㈯から新年１月３日㈫まで休みです。

年始のごみ出しについて

新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
ま
す
！
※
農
地
利
用
の
最
適
化
と
は
、担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、新
規
参
入
の
促
進
の
こ
と
で
す
。

（１）農地の貸借・売買の許可、決定等及
び農地転用への意見について審議
します。

（２）農地利用最適化推進指針等を作成
します。

（１）担当地区での農地利用の最適化のため
の実践活動が主体です。

（２）総会等に出席し、農地利用の最適化
推進に関する意見を述べます。

（３）農地利用最適化推進指針の作成に
参画します。

農業委員の主な仕事 農地利用最適化推進委員
の主な仕事

 番号 　氏   名 住　　所

 1 北村　一弘 田村乙

 2 森尾　晴代 十市

 3 池　　正人 前浜

 4 鈴木　郁馬 東崎

 5 髙芝　澄生 久礼田

 6 植野　永子 上末松

 7 西井　一成 大埇甲

 8 平田　修三 奈路

 9 中村　和雅 浜改田

 10 山本　　桂 十市

 11 今井　まち 白木谷

 12 秦泉寺雅一 立田

 13 濵田　好典 岡豊町中島

 14 田岡　　崇 白木谷

 15 武市　憲雄 大埇乙

 番号 担当地区 氏   名

 1 
上倉瓶岩

 西本　良平

 2  岩原　英幸

 3 久礼田 門田　俊一

 4 
岡豊

 山本　章男

 5  筧　　和幸

 6 国府 濱田　章孝

 7  門田　理博

 8 長岡 利岡　邦彦

 9  山本　陽一

 10 後免野田 西岡　祐三

 11 
大篠

 武市　忠雄

 12  島﨑　泰行

 13 岩村 有瀬　達弥

 14 
日章

 山北　泰司

 15  杉本　和繁

 16 前浜 武内　俊暁

 17 
三和

 濵田　　勉

 18  岡田　廣志

 19 稲生 松岡　　清

 20 十市緑ヶ丘 井上　丈夫

■問い合わせ
南国市農業委員会 ☎８８０－６５７３
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国

■
日
時
／
毎
週
水
曜
日
９
時
30
分
〜
　

　
　
　
　
11
時
30
分

■
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
妊
婦
さ
ん
と
生
後
６
か
月

　
　
　
　
ま
で
の
子
ど
も
さ
ん
と

　
　
　
　
そ
の
保
護
者

■
今
月
の
計
測
日
／
1
月
11
日
㈬

　
保
健
師
、助
産
師
に
よ
る
計
測
（
体

重
・
身
長
）
や
育
児
相
談
が
受
け

ら
れ
ま
す

■
日
時
／
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
生
後
６
か
月
か
ら
歩
き

始
め
る
ま
で
の
主
に
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者

愛の献血
 
 

子宮頸がん検診

乳
幼
児
健
診

　お
も
ち
ゃ
・
遊
具
・
絵
本
も
あ
り
、子

ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。親
子
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　電
話
、来
所
に
よ
る
子
育
て
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）•相談など各種健診（検診）•相談など

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ
こ
」と

「
よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
」で
は
、対
象

の
子
ど
も
さ
ん
の
兄
姉
を
連
れ
て

の
参
加
の
場
合
は
兄
姉
の
お
世
話

が
で
き
る
同
伴
者
が
必
要
で
す
。

項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象
（市民）

定員
（先着） 検診料 申込受

付開始

1月26日㈭

1月19日㈭

1月 5日㈭

1月12日㈭

1月13日㈮

1月25日㈬

2月14日㈫

４か月児健診

10か月児健診

１歳６か月児健診

３歳４か月児健診

保健福祉センター

株式会社アスティス高知支店

南国市役所

保健福祉センター

9：30～12：00

13：15～16：00
13：30
14：00

全地区 なし 無料
申込不要
※対象者の
　方には事前
　に通知します

12：45～14：00

12：45～15：00

日 曜 当　番　医 電話

☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

※当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない場合があります。

よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆

ベ
ビ
ー
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

全地区
（17～69歳)

20歳以上
の女性 600円 1月10日㈫50名

皆さまのご協力、よろしく
お願いします。

この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。

■
日
時
／
毎
週
月
・
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
主
に
未
就
園
児
と

　
　
　
　
そ
の
保
護
者

■
今
月
の
休
み
／
1
月
2
日
㈪
9
日
㈪

日

月

火

日

月

日

日

日

日

1/1

1/2

1/3

1/8

1/9

1/15

1/22

1/29

2/5

JA高知病院（明見）

きび診療所（明見）

田村こどもクリニック（篠原）

北村病院（東崎）

岡豊病院（岡豊町）

川本内科クリニック（駅前町）

南国厚生病院（立田）

宮田整形外科（篠原）

田村こどもクリニック（篠原）

863-2181

804-6500

863-0723

864-2101

866-2345

864-2543

863-3030

863-5885

863-0723

南国市健康ポイントのお知らせ南国市健康ポイントのお知らせ

★賞品　クオカード（一人 1,000 円）
 200 名：応募多数の場合、抽選

楽しみながら「健康寿命を延ばそう」

高知家健康パスポート絶賛交付中‼　
まだまだ続きます！

※「南国市健康ポイント」は、高知家健康パスポートを取得した人を対象に行う南国市の独自の健康ポ
イント制度です。高知家健康パスポートのポイントや「南国市健康ポイント」(南国市独自のスタンプ)
をパスポートに集めると賞品に応募できます。

★賞品の応募方法
　①ポイントを貯めた高知家健康パスポートを応募窓口にお持ちください。
　　応募受付窓口：保健福祉センターまたは市民課国保係
　②抽選申込書をもらって記入、その場で応募（5ポイントを１口とし２口まで）
★応募期間　　平成 29年 1月 4日～平成 29年 2月 28日
★余ったポイントや３月中に集まったポイントは翌年度に繰り越せます。
★抽選にもれても翌年度のがん検診無料券があたるチャンスがあります。
※肺がん・胃がん・大腸がん（南国市が実施する集団検診にて使用可）
★抽選結果発表は、当選者への通知をもって行います。

●南国市健康ポイントに関するお問い合わせ先
　保健福祉センター　電話　088-863-7373
●高知家健康パスポート取得窓口と
　南国市健康ポイント応募窓口
　保健福祉センターまたは市民課国保係

「南国市健康ポイント」賞品の応募受付を開始します。

～南国市健康ポイントの集め方～
各種健診やイベント、教室などに参加して
高知家健康パスポートにポイントを貯めま
す。ヘルシーポイント、南国市健康ポイント、
市外で取得したヘルシーポイントや他市町
村の健康ポイントでも OK（シールは貼る・
スタンプは押してもらう）。「南国市健康ポ
イント」は、健康づくりの各団体に所属し
ている方ももらえます。その他のポイント
提供事業や詳しい内容は、市役所 1 階や保
健福祉センターに置いてある関連チラシや
南国市のホームページをご覧ください。

９：00～10：00

第
４
回 

「おいしく、楽しく、美しく“摂食機能”の実力」
～ 長生きは唾液で決まる～ 

せっしょく  きのう

と　き：平成29年2月19日（日）　
 12：30～16：00
ところ：高知県立ふくし交流プラザ　２階
 「多目的ホール」（高知市朝倉戊375-1）
内　容：特別講演　
 おいしく、楽しく、美しく“摂食機能”の実力
 ～長生きは唾液で決まる～
講　師：植田　耕一郎
 （日本大学歯学部摂食機能療法学講座教授）
参加費：無料 

かみかみ百歳体操、パネルディスカッション、
咬合力測定、口臭測定コーナー等あり

＊申し込み不要
＊お問い合わせは高知県歯科医師会事務局
 （☎824-3400）まで

ヘルシー・クッキング 教室
　健康で長生きするための健康づくりには、食事への心配り
が欠かせません。塩分控えめ、野菜たっぷりでバランスの取れ
たメニューをみんなで作り、普段の食生活に活かしましょう。

■と　　 き / 2月15日（水）  １０：００～１３：００
■と こ ろ / 保健福祉センター
■講　   師 / 南国市食生活改善推進員
■定      員 / ３０名
■参 加 費 / 無料
■申込締切 / 2月8日（水）
■献立（予定）/  ・おからハンバーグ　　 ・ごぼうサラダ
　　　　　　 ・きのこたっぷり芋煮　 ・りんごかん
■持ってくるもの / 筆記用具・エプロン・三角巾

～これからママ・パパの集い～

①②の両方、または一方のみの申し込みも可能です。
■場　　所／保健福祉センター　
■定　　員／各クラス 15 組 ※当日の託児はありません。
■参 加 費／無料 
■申込方法 ／電話でお申し込みください。
■受付時間／１３：１０～１３：２０
※今回は、子育て真っ最中のお父さんをお招きして、新米パパの子育て奮闘記の
　お話をお聞きします。（２月６日の育児準備クラス）是非、奮ってご参加ください。 

マタニティ教室
クラス とき 内　　　　容 持参物
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◎助産師・歯科衛生士・栄養士から
　のワンポイントアドバイス
・母乳の上手なあげ方は？
　赤ちゃん人形で抱っこの練習
・お口の健康と「マイナス１歳から
　始める虫歯予防」
・妊娠中に気をつけたい食生活
◎自分らしいお産の為に
・赤ちゃんとお話しながら、妊娠中
　から心も体もお産の準備
・パパやご家族も、大切な主役！

ス
ラ
ク
備
準
児
育
②

13
時
30
分

16
時

２

㈪
日
６
月

　

◎沐浴実習：赤ちゃん人形を使って
　お風呂に入れる練習
◎妊婦体験：ママの体の変化を体験してみよう
◎相談コーナー：助産師・歯科衛生
　士・栄養士・保健師が対応
◎赤ちゃんのお世話

◎新米パパの子育て奮闘記のお話
　オムツ替えや抱っこの練習
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※このページの健診などの
　申込先・お問い合わせは

保健福祉
センター
〒783-0004 
南国市大埇甲320
 （☎863-7373）まで

高知家健口フォーラム
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保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）•相談など各種健診（検診）•相談など

「
マ
タ
ニ
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ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ
こ
」と

「
よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
」で
は
、対
象

の
子
ど
も
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の
兄
姉
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て

の
参
加
の
場
合
は
兄
姉
の
お
世
話

が
で
き
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者
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必
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で
す
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項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象
（市民）

定員
（先着） 検診料 申込受

付開始

1月26日㈭

1月19日㈭

1月 5日㈭

1月12日㈭

1月13日㈮

1月25日㈬

2月14日㈫

４か月児健診

10か月児健診

１歳６か月児健診

３歳４か月児健診

保健福祉センター

株式会社アスティス高知支店

南国市役所

保健福祉センター

9：30～12：00

13：15～16：00
13：30
14：00

全地区 なし 無料
申込不要
※対象者の
　方には事前
　に通知します

12：45～14：00

12：45～15：00

日 曜 当　番　医 電話

☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

※当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない場合があります。

よ
ち
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ち
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ム
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ー
ひ
よ
こ
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ー
ム

全地区
（17～69歳)

20歳以上
の女性 600円 1月10日㈫50名

皆さまのご協力、よろしく
お願いします。

この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。
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日

月

火

日

月

日

日

日

日

1/1

1/2

1/3

1/8

1/9

1/15

1/22

1/29

2/5

JA高知病院（明見）

きび診療所（明見）

田村こどもクリニック（篠原）

北村病院（東崎）

岡豊病院（岡豊町）

川本内科クリニック（駅前町）

南国厚生病院（立田）

宮田整形外科（篠原）

田村こどもクリニック（篠原）

863-2181

804-6500

863-0723

864-2101

866-2345

864-2543

863-3030

863-5885

863-0723

南国市健康ポイントのお知らせ南国市健康ポイントのお知らせ

★賞品　クオカード（一人 1,000 円）
 200 名：応募多数の場合、抽選

楽しみながら「健康寿命を延ばそう」

高知家健康パスポート絶賛交付中‼　
まだまだ続きます！

※「南国市健康ポイント」は、高知家健康パスポートを取得した人を対象に行う南国市の独自の健康ポ
イント制度です。高知家健康パスポートのポイントや「南国市健康ポイント」(南国市独自のスタンプ)
をパスポートに集めると賞品に応募できます。

★賞品の応募方法
　①ポイントを貯めた高知家健康パスポートを応募窓口にお持ちください。
　　応募受付窓口：保健福祉センターまたは市民課国保係
　②抽選申込書をもらって記入、その場で応募（5ポイントを１口とし２口まで）
★応募期間　　平成 29年 1月 4日～平成 29年 2月 28日
★余ったポイントや３月中に集まったポイントは翌年度に繰り越せます。
★抽選にもれても翌年度のがん検診無料券があたるチャンスがあります。
※肺がん・胃がん・大腸がん（南国市が実施する集団検診にて使用可）
★抽選結果発表は、当選者への通知をもって行います。

●南国市健康ポイントに関するお問い合わせ先
　保健福祉センター　電話　088-863-7373
●高知家健康パスポート取得窓口と
　南国市健康ポイント応募窓口
　保健福祉センターまたは市民課国保係

「南国市健康ポイント」賞品の応募受付を開始します。

～南国市健康ポイントの集め方～
各種健診やイベント、教室などに参加して
高知家健康パスポートにポイントを貯めま
す。ヘルシーポイント、南国市健康ポイント、
市外で取得したヘルシーポイントや他市町
村の健康ポイントでも OK（シールは貼る・
スタンプは押してもらう）。「南国市健康ポ
イント」は、健康づくりの各団体に所属し
ている方ももらえます。その他のポイント
提供事業や詳しい内容は、市役所 1 階や保
健福祉センターに置いてある関連チラシや
南国市のホームページをご覧ください。

９：00～10：00

第
４
回 

「おいしく、楽しく、美しく“摂食機能”の実力」
～ 長生きは唾液で決まる～ 

せっしょく  きのう

と　き：平成29年2月19日（日）　
 12：30～16：00
ところ：高知県立ふくし交流プラザ　２階
 「多目的ホール」（高知市朝倉戊375-1）
内　容：特別講演　
 おいしく、楽しく、美しく“摂食機能”の実力
 ～長生きは唾液で決まる～
講　師：植田　耕一郎
 （日本大学歯学部摂食機能療法学講座教授）
参加費：無料 

かみかみ百歳体操、パネルディスカッション、
咬合力測定、口臭測定コーナー等あり

＊申し込み不要
＊お問い合わせは高知県歯科医師会事務局
 （☎824-3400）まで

ヘルシー・クッキング 教室
　健康で長生きするための健康づくりには、食事への心配り
が欠かせません。塩分控えめ、野菜たっぷりでバランスの取れ
たメニューをみんなで作り、普段の食生活に活かしましょう。

■と　　 き / 2月15日（水）  １０：００～１３：００
■と こ ろ / 保健福祉センター
■講　   師 / 南国市食生活改善推進員
■定      員 / ３０名
■参 加 費 / 無料
■申込締切 / 2月8日（水）
■献立（予定）/  ・おからハンバーグ　　 ・ごぼうサラダ
　　　　　　 ・きのこたっぷり芋煮　 ・りんごかん
■持ってくるもの / 筆記用具・エプロン・三角巾

～これからママ・パパの集い～

①②の両方、または一方のみの申し込みも可能です。
■場　　所／保健福祉センター　
■定　　員／各クラス 15 組 ※当日の託児はありません。
■参 加 費／無料 
■申込方法 ／電話でお申し込みください。
■受付時間／１３：１０～１３：２０
※今回は、子育て真っ最中のお父さんをお招きして、新米パパの子育て奮闘記の
　お話をお聞きします。（２月６日の育児準備クラス）是非、奮ってご参加ください。 

マタニティ教室
クラス とき 内　　　　容 持参物

ス
ラ
ク
備
準
産
出
①

13
時
30
分

16
時

２

㈮
日
３
月

　

◎助産師・歯科衛生士・栄養士から
　のワンポイントアドバイス
・母乳の上手なあげ方は？
　赤ちゃん人形で抱っこの練習
・お口の健康と「マイナス１歳から
　始める虫歯予防」
・妊娠中に気をつけたい食生活
◎自分らしいお産の為に
・赤ちゃんとお話しながら、妊娠中
　から心も体もお産の準備
・パパやご家族も、大切な主役！
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◎沐浴実習：赤ちゃん人形を使って
　お風呂に入れる練習
◎妊婦体験：ママの体の変化を体験してみよう
◎相談コーナー：助産師・歯科衛生
　士・栄養士・保健師が対応
◎赤ちゃんのお世話

◎新米パパの子育て奮闘記のお話
　オムツ替えや抱っこの練習
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員
／
親
子
15
組

■
募
集
受
付
開
始
日
／

　
１
月
４
日
㈬
〜

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※このページの健診などの
　申込先・お問い合わせは

保健福祉
センター
〒783-0004 
南国市大埇甲320
 （☎863-7373）まで

高知家健口フォーラム
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交流人口 市 　の 　統　計

あ
と

が

き

面　積　 125.30㎢
人　口　 
　男　　 
　女　　 
世帯数　 22,081世帯

　内　外国人数 242人（+ 7）
　　　　男　　 115人（+ 7）
　　　　女　　 127人（  0）
　登 録 国 籍 数　　 25カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《平成28年11月31日現在》
出生数　 29人〔 男  11人・女  18人 〕 　《11月分》
死亡数　 45人〔 男  21人・女  24人 〕 　《11月分》

高知自動車道
南国I.C.

入129,495台
出129,714台

高知龍馬空港
出発   64,521人
到着   66,715人

《11月分》

広
報
な
ん
こ
く
1
月
号

〒
７８３ー８５０１　南

国
市

大
埇

甲
２

３
０

１
☎

８
６

３
ー

２
１

１
１

　
　

８
６

３
－

１
１

６
７

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.city.nankoku.lg.jp

編
集

と
発

行
・

南
国

市
広

報
委

員
会

事
務

局
・

企
画

課
秘

書
広

報
係

印
刷

・
株

式
会

社
高

陽
堂

印
刷

発
行

日
・

平
成

29年
1月

１
日

　このコーナーへの応募は、写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」係まで、
封書でお送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

252

有権者数《平成28年12月２日現在》
　　　　　　　　　40,252人〔男  18,876人 ・ 女  21,376人〕

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。今
年
の
干
支「
酉
」に
ち
な

み
、表
紙
に
は
南
国
市
の
鳥「
オ
ナ

ガ
ド
リ
」が
登
場
。な
ん
こ
く
歴
史

散
歩
で
も
特
集
し
て
い
ま
す
。実
は

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
記
録
を
持
っ
て
い
た

り
、ト
キ
と
同
じ
特
別
天
然
記
念

物
だ
っ
た
り
し
ま
す
。皆
さ
ん
、ご

存
じ
で
し
た
か
？
こ
の
機
会
に
南

国
市
原
産
の
鳥
へ
の
理
解
を
深
め

て
み
ま
し
ょ
う
。（
Ｍ
）

　
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
西
へ
、バ
ス
で
４
時
間

の
チ
ト
ワ
ン
で
生
ま
れ
、地
元

の
ト
リ
プ
バ
ン
大
学
を
卒
業

し
ま
し
た
。２
０
１
６
年
４

月
高
知
大
学
総
合
人
間
自

然
科
学
研
究
科
農
学
専
攻
１

年
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
私
は「
バ
ク
テ
リ
ア
が
植
物

の
中
の
ど
ん
な
蛋
白
質
に
作

用
し
て
病
気
を
引
き
起
こ
す

か
」を
植
物
の
タ
バ
コ
を
使
っ

て
研
究
し
て
い
ま
す
。こ
の
バ

ク
テ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、あ
ま

り
情
報
が
な
い
の
で
大
変
興

味
深
い
で
す
。５
年
後
博
士
課

程
を
卒
業
し
た
ら
、国
に
帰
っ

て
大
学
の
先
生
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
公
用
語
は
勿

論
ネ
パ
ー
ル
語
で
す
が
、私
は

幼
稚
園
か
ら
英
語
を
習
い
ま

し
た
。小
学
校
か
ら
国
語
の
ほ

か
は
、全
部
英
語
の
教
科
書

を
使
い
ま
し
た
。だ
か
ら
英
語

は
、読
み
書
き
、会
話
も
自
由

に
で
き
ま
す
。友
人
た
ち
も
同

じ
で
す
。

　
外
国
の
方
々
に
は
、８
千
メ
ー

ト
ル
級
の
山
々
が
そ
び
え
る
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
脈
、チ
ト
ワ
ン
国
立
公

園
、ポ
カ
ラ
の
ペ
ワ
湖
、美
し
い

ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
の
寺
院
な
ど
、

見
て
い
た
だ
き
た
い
観
光
地
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ネ
パ
ー
ル

人
は
旅
行
者
に
も
本
当
に
親

切
に
応
対
し
ま
す
。そ
れ
は
神

様
を
喜
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

　
ネ
パ
ー
ル
人
の
気
質
は
、す
ご

く
開
放
的
で
す
。日
本
人
は
気

持
ち
を
あ
ま
り
外
に
出
さ
な
い

よ
う
に
私
に
は
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
好
き
な
言
葉

は“N
ever give

up!”

（
あ
き
ら
め

る
な
）で
す
。

　   竹内 一郎
たけ うち いち ろう

平成２6年11月2日生まれ

お父さんにそっくりな一郎 !!
元気に大きく育ってね !

くん
　   山本 颯花
やま もと そよ か

平成２8年3月14日生まれ
食べるの大好きそよちゃん♡
これからもいっぱ～い食べて
大きく元気に育ってね !!

ちゃん

 

）））ネパール人は親切！ ）））

ネパール連邦民主共和国

チトワン

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

48,088人（+  35）
22,939人（+  17）
25,149人（+  18）

（+  9）

ラクシュミ　カレルさん
（ネパール連邦民主共和国）

高知大学農学部留学生


